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近
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス

　
i
帝
国
ク
ラ
イ
ス
史
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
1

近世ドイツにおけるニーダーザクセン・クライス（鎌田　洋之）

は
じ
め
に

　
近
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（
以
下
、
帝
国
）
に
関
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降

多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
国
魂
史
は
現
在
活
況
を
呈
し
て
い

る
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
近
年
の
研
究
に
お
い
て
G
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
、
帝
国
等
族
の
「
統
合
貯
8
嘔
黒
露
」
と
い
う
問
題
を
考
え
る
際
、
身
分
、
宗

派
、
地
域
と
い
う
共
通
の
利
害
に
基
づ
く
自
立
的
な
帝
国
等
族
の
つ
な
が
り
を
重

視
し
、
こ
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
上
で
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
に
高
い
評
価
を
与

　
　
　
　
ま
　

え
て
い
る
。
帝
国
ク
ラ
イ
ス
は
一
五
五
五
年
の
帝
国
執
行
令
を
帝
国
法
上
の
基
礎

と
し
、
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
と
帝
国
の
執
行
と
い
う
任
務
を
与
え
ら
れ
、
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
終
焉
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
帝
国
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
り
わ
け

こ
の
機
関
は
、
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
所
属
等
族
の
協
働
の
た
め
の
自
治
団
体

と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
帝
国
レ
ベ
ル
で
は
帝
国
最
高
法
院
の
判
決
の
執
行
と
ラ

ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
を
委
ね
ら
れ
た
帝
国
の
行
政
管
区
と
い
う
性
格
か
ら
、
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

三
族
を
連
邦
国
体
制
へ
と
統
合
す
る
中
間
組
織
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

鎌

田

洋

之

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
山
本
文
彦
氏
や
渋
谷
聡
氏

ら
に
よ
っ
て
連
邦
制
と
い
う
視
角
に
立
っ
た
帝
国
史
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て

い
る
純
、
こ
れ
ら
は
一
六
四
八
年
の
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
前
の
、
し
か

も
西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
を
検
討
の
中
心
に
置
く
も
の
が
多
く
、
時
代
・

地
域
と
も
に
十
分
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
さ
ら
に
、
わ
が
国

に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
史
研
究
は
、
ク
ラ
イ
ス
を
帝
国
の
一
機
関
と
し
て
捉
え
、
帝

国
と
の
関
係
に
力
点
を
置
く
傾
向
が
強
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
近
年
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
史
研
究
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
帝
国
史
的
観
点
だ
け
で
な
く
、
皇
帝
や
帝
国
と
い
う
中
央
か
ら
離
れ
た

領
邦
史
的
観
点
か
ら
も
同
時
に
ク
ラ
イ
ス
制
度
を
検
討
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ

　
　
　
さ
　

て
い
る
。
ク
ラ
イ
ス
史
研
究
に
こ
の
よ
う
な
領
邦
史
的
観
点
を
導
入
す
る
ひ
と
つ

の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
W
・
ド
ッ
ツ
ァ
ウ
ア
ー
の
著
書
『
ド
イ
ツ
帝
国
ク
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
（
一
三
八
三
～
一
八
〇
六
年
）
』
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
著
書
に
お
い
て
、
ク

ラ
イ
ス
そ
の
も
の
に
注
目
し
つ
つ
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
前
史
か
ら
帝
国
の
崩

壊
ま
で
、
全
一
〇
ク
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
て
網
羅
し
、
個
々
の
ク
ラ
イ
ス
そ
れ
ぞ
れ
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の
概
要
を
示
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
イ
ス
は
あ
る
地
域
・
時
代

の
中
で
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
上
の
諸
権
限
を
強
化
・
拡
大
し
な
が

ら
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
の
協
働
に
基
づ
く
自
治
団
体
と
い
う
性
格
を
強
め
て
い
っ
た

と
い
う
。
た
だ
し
、
ド
ッ
ツ
ァ
ウ
ア
ー
自
身
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
蓄
積
に
由
来
す
る
よ
う
な
個
々
の
ク
ラ
イ
ス
の
叙
述
の
厚
み
に
は
な
お
格

差
が
あ
り
、
彼
は
さ
ら
な
る
個
別
的
な
ク
ラ
イ
ス
研
究
の
進
展
を
促
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
著
書
の
重
要
な
成
果
は
、
碩
究
視
角
と
し
て
個
々
の
ク
ラ
イ
ス

そ
の
も
の
に
立
脚
し
、
ク
ラ
イ
ス
内
部
の
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従

来
の
よ
う
に
帝
国
と
ク
ラ
イ
ス
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
イ
ス
内
部
に
お
け

る
帝
国
等
族
の
利
害
関
係
の
在
り
方
を
も
同
時
に
考
察
の
射
程
に
取
り
入
れ
た
点

に
あ
る
。
と
く
に
近
年
の
ク
ラ
イ
ス
史
研
究
は
、
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
イ
ス
そ
の
も

の
を
個
別
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
の
一
機
関
と
し
て
の
側
面
だ
け

で
な
く
、
ク
ラ
イ
ス
内
に
お
け
る
若
美
の
利
害
と
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
の
相
互
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

を
同
時
に
検
討
す
る
こ
と
を
主
要
な
関
心
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
非
常
に
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

唆
に
富
む
指
摘
を
し
て
い
る
の
が
、
T
・
ニ
ッ
タ
ラ
ス
で
あ
る
。

　
ニ
ッ
タ
ラ
ス
が
検
討
対
象
と
し
た
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
、
帝
国

北
部
に
位
置
し
て
い
る
。
北
部
ド
イ
ツ
は
こ
れ
ま
で
、
大
領
邦
に
と
っ
て
ク
ラ
イ

ス
は
不
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
か
ら
、
ク
ラ
イ
ス
の
存
在
意
義
が
従
来
無
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

判
の
う
ち
に
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
ニ
ッ
タ
ラ
ス
は
こ
の
ク

ラ
イ
ス
を
分
析
す
る
際
の
手
法
と
し
て
、
帝
国
の
一
機
関
と
し
て
で
は
な
く
、
あ

え
て
一
つ
の
自
立
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
側
面
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
、

ク
ラ
イ
ス
が
単
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
ク
ラ
イ
ス
等
族
の
協
働
に
基
づ
い
て
運

営
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ク
ラ
イ
ス
内
の
諸
集
会
に

表
出
す
る
大
領
邦
と
中
小
領
邦
、
諸
侯
と
非
諸
侯
、
そ
し
て
大
君
若
苗
間
の
諸
対

立
軸
か
ら
な
る
複
雑
な
内
的
関
係
か
ら
、
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
有

り
様
を
み
る
。
そ
し
て
と
く
に
ザ
ク
セ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
野
選
帝
侯
の
利

害
貫
徹
の
今
旦
ハ
と
し
て
、
一
六
～
一
七
世
紀
初
頭
の
「
ザ
ク
セ
ン
の
平
和
」
時
代

か
ら
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
後
の
ザ
ク
セ
ン
選
言
侯
の
衰
退
と
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
台
頭
、
そ
し
て
一
七
世
紀
後
半
の
戦
争
に
関
連

す
る
ザ
ク
セ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
間
の
利
害
対
立
に
起
因
す
る
一
六
八
三
年

の
ク
ラ
イ
ス
会
議
停
止
ま
で
の
経
緯
を
、
一
貫
し
て
そ
の
よ
う
な
対
立
関
係
か
ら

読
み
解
こ
う
と
す
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
現
状
維
持
を
目
指
す
ザ
ク
セ
ン
選
影

面
な
ら
び
に
中
小
等
族
と
、
ク
ラ
イ
ス
を
自
身
の
戦
争
の
道
具
と
し
ょ
う
と
す
る

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
と
の
利
害
不
一
致
の
ゆ
え
に
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
も

は
や
両
器
具
侯
に
と
っ
て
不
必
要
と
な
っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
ニ
ッ
タ

ラ
ス
の
議
論
は
、
結
果
と
し
て
、
少
な
く
と
も
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
停
止
す
る
ま
で

は
、
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
帝
国
の
一
機
関
と
し
て
も
有
効
に
機
能

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
北
部
ド
イ
ツ
に
位
置
す
る
ク
ラ
イ
ス
の

帝
国
史
上
の
意
義
づ
け
も
ま
た
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
し

か
し
こ
の
著
書
の
最
も
重
要
な
点
は
、
ク
ラ
イ
ス
内
部
で
は
大
領
邦
を
軸
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
ク
ラ
イ
ス
内
の
い
わ
ば
「
内
的
諸

権
力
の
交
錯
」
と
い
う
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
あ
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
観

点
の
下
で
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
イ
ス
内
部
の
諸
関
係
を
整
理
・
分
析
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
政
治
だ
け
で
な
く
、
経
済
、
イ
ン
フ
ラ
、

ポ
リ
ツ
ァ
イ
、
貨
幣
、
関
税
な
ど
の
諸
領
域
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
ス
が
ど
の
よ
う

に
機
能
し
た
の
か
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
帝
国
専
制
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
制
度
の

一26一
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意
義
を
改
め
て
検
討
し
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ニ
ッ
タ
ラ
ス
の
著
書
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
個
々
の
ク
ラ
イ
ス
内
部
の
諸
関
係
の
整
理
と
分
析
が
、
今
後
の
ク
ラ

イ
ス
史
研
究
の
第
一
の
課
題
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
イ
ス
内
部
の
諸
関
係
を
整
理
し
、
そ
の
成
果
を
も

と
に
帝
国
史
上
の
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
意
義
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し

て
、
ド
イ
ツ
北
西
部
に
位
置
す
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
内
部
体
制

の
整
理
を
課
題
と
し
ょ
う
と
思
う
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
当
ク
ラ
イ
ス
は
、
そ

の
内
部
体
制
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
機
関
と
し
て
の
側
面
と
有
力
等

族
問
の
利
害
関
係
を
連
関
し
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
好
例
と
な
る
地
域
で
あ
る
。

当
ク
ラ
イ
ス
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
史
研
究
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
、

そ
の
多
く
が
学
位
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
研
究
者
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
露
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
特
定
の
時
期
の
検
討
に
限
定
さ
れ
、
ク
ラ
イ

ス
の
活
動
を
通
時
的
に
扱
っ
た
論
考
は
な
か
っ
た
。
そ
の
申
で
、
こ
れ
ら
の
断
片

的
な
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
新
た
に
多
く
の
未
刊
行
史
料
を
用
い
て
、
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
を
詳
細
に
検
討
し
た
の
が
、
U
・
ギ
ッ
テ
ル

の
著
書
『
「
平
和
維
持
」
と
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
の
領
域
に
お
け
る
二
i
ダ
ー
ザ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ね

セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
（
一
五
五
五
－
一
六
八
二
年
）
』
で
あ
る
。
ギ
ッ
テ
ル

は
「
ド
イ
ツ
人
の
歴
史
に
お
い
て
中
央
集
権
国
家
・
権
力
国
家
に
対
抗
す
る
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

原
理
が
存
在
し
た
の
か
」
を
問
い
、
「
平
和
維
持
」
と
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」
と
い
う

著
者
が
設
定
し
た
二
つ
の
視
角
か
ら
、
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
が
有
力
等
族
間
の
利
害

関
係
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
は
中
小
帝
国
等
族
に
よ
る
協
力
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

体
制
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ギ
ッ
テ
ル
の
著
書
は
、
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
帝
国
史
上
の
意
義
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
直
接
の

関
心
に
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
を
詳
細
に
検
討
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
書
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
帝
国
機
関
と
し
て
有
効

に
機
能
し
た
こ
と
、
そ
し
て
ク
ラ
イ
ス
内
部
に
お
け
る
有
力
等
高
間
の
諸
関
係
の

様
子
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
ギ
ッ
テ
ル
の
検
討
を
出
発
点
と
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
の
詳
細
な
分
析
を
進
め
、
そ
の
上
で

ク
ラ
イ
ス
制
度
が
帝
国
史
上
い
か
な
る
意
義
を
有
し
た
の
か
再
検
討
す
る
こ
と
が
、

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
研
究
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
考
察
を
す
る
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・

ク
ラ
イ
ス
の
活
動
を
ギ
ッ
テ
ル
の
著
書
に
依
拠
し
な
が
ら
整
理
し
て
お
こ
う
と
思

う
。
ま
ず
第
一
節
で
ク
ラ
イ
ス
の
構
成
員
と
ク
ラ
イ
ス
内
の
官
職
か
ら
基
本
的
体

制
を
整
理
し
、
ク
ラ
イ
ス
が
こ
の
当
時
い
か
な
る
制
度
的
枠
組
に
あ
っ
た
の
か
確

認
し
て
お
き
た
い
。
次
い
で
第
二
、
第
三
節
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
が
旦
一
体
的
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
、
対
象
と
な
る
時
期
を
便
宜
上
一
五
五
五
～
一
六
四
八

年
と
一
六
四
八
～
一
六
八
二
年
半
区
分
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
の
戦
争
と
平
和
の
問
題

に
限
定
し
て
整
理
し
よ
う
と
思
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
の
ク
ラ
イ
ス
の

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
各
々
の
点
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
戦
争
の
問
題
は
ク
ラ
イ
ス
の
基
本
的
性
格
を
端
的
に
示
す

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
停
止
と
密

接
に
結
び
つ
く
一
六
八
一
／
八
二
年
「
帝
国
軍
制
」
と
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク

ラ
イ
ス
と
の
関
係
を
、
節
を
改
め
て
論
じ
る
。
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
ご
く
限

ら
れ
た
作
業
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
展
望
を
得
よ
う
と
思
う
。
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西洋史論集

註
（
1
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
と
し
て
、
Q
q
。
魯
臨
黛
ぎ
8
α
q
§
ご
⇔
跨
儀
駅
露
瀞
。
。
‘

　
訟
。
器
玉
目
・
。
陣
。
罠
臣
卿
堂
。
因
。
σ
q
陣
o
p
N
蓋
m
魯
露
≦
o
。
。
2
舅
島
団
語
。
・
一
切
O
o
風
。
・
o
匿
き
島

　
舟
ω
一
α
・
』
駅
路
爵
島
・
語
“
貯
…
N
・
欝
。
匿
帥
夢
話
蛍
鼠
。
。
。
冨
閏
。
『
ω
魯
き
σ
q
（
目
N
團
閏
）

　
P
ど
6
ゆ
轟
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は
、
　
一
部
わ
が
国
で
も

　
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
山
本
文
彦
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
に
関
す
る
一
考
察
」

　
（
『
北
大
文
学
部
紀
要
』
四
八
i
二
、
一
九
九
九
年
、
七
九
～
一
一
四
頁
）
。

（
2
）
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
は
、
一
四
世
紀
末
以
来
の
平
和
維
持
を
目
的
と
す
る
等

　
族
間
独
自
の
ア
イ
ヌ
ン
グ
に
起
源
を
も
ち
、
　
一
五
〇
〇
年
帝
国
統
治
院
令
に
お

　
い
て
そ
の
構
成
員
の
選
出
単
位
と
し
て
六
年
目
イ
ス
が
創
設
さ
れ
、
　
一
五
一
二

　
年
帝
国
最
高
法
院
令
に
お
い
て
、
そ
の
陪
席
判
事
選
出
の
管
区
と
し
て
さ
ら
に

　
四
ク
ラ
イ
ス
が
追
加
さ
れ
た
。
最
終
的
に
一
五
五
五
年
の
帝
国
執
行
令
に
お
い

　
て
、
帝
国
の
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
帝
国
機
関
の
↓
つ

　
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
帝
国
等
族
は
所
属
す
る
ク
ラ
イ
ス
内
で
相
互
に
協

　
減
し
て
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
に
努
め
、
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
侵
犯
事
件
の
際
、

　
　
一
つ
の
ク
ラ
イ
ス
で
不
十
分
な
場
合
に
は
近
隣
の
ク
ラ
イ
ス
に
援
助
を
要
請
し

　
共
同
で
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
帝
国
ク
ラ
イ
ス
は
あ
く
ま
で
帝
国
内

　
の
平
和
維
持
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
ク
ラ
イ
ス

　
制
度
の
発
展
と
と
も
に
次
第
に
そ
の
権
限
を
拡
大
し
、
ト
ル
コ
戦
争
に
代
表
さ

　
れ
る
対
外
戦
争
に
も
動
員
さ
れ
て
い
く
。
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
成
立
・
発
展

　
に
つ
い
て
の
邦
文
文
献
と
し
て
は
、
中
村
賢
二
郎
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
ク
ラ

　
イ
ス
制
度
一
五
〇
〇
1
一
五
五
五
年
」
（
同
編
『
国
家
一
理
念
と
制
度
』
京
大
人

　
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
九
年
、
二
六
三
～
三
〇
一
頁
）
、
山
本
文
彦
『
近
世
ド

　
イ
ッ
国
制
史
研
究
　
皇
帝
・
帝
国
ク
ラ
イ
ス
・
諸
侯
』
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行

　
会
、
一
九
九
五
年
）
、
渋
谷
聡
『
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
営
史
研
究
　
等
族
制
集
会

　
と
帝
国
ク
ラ
イ
ス
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
3
）
渋
谷
、
前
掲
書
、
一
七
頁
。

（
4
）
両
者
の
諸
論
考
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
註
（
2
）
参
照
。

（
5
ご
■
o
ご
窪
諄
鼠
酔
感
風
≦
≦
自
。
・
計
穿
国
・
覧
鵡
閉
。
叫
。
・
魯
琶
α
・
・
欝
鴫
聾
欝
§
鳥

　
岡
罠
α
q
8
　
　
望
　
　
鴇
象
。
巽
。
。
o
ぽ
§
　
　
園
0
8
冨
騨
。
陣
ω
窪
－
団
貯
。
　
国
選
鳥
。
。
・
－
　
§
島

　
『
臨
。
誌
薫
q
。
8
駐
魯
。
憎
①
閉
唱
①
凄
く
Φ
“
首
門
圃
息
。
誘
貯
鼠
。
。
溜
巳
同
。
蝕
8
臨
葛
謹
　
豊
。

　
瞬
Φ
麗
。
冨
国
警
興
曾
円
瞬
。
屋
。
劉
帥
奪
v
罫
。
。
α
q
．
＜
．
≦
．
≦
欝
譜
Q
◎
窪
偉
α
q
陶
訴
N
8
0
●

（
6
）
≦
O
。
酔
N
碧
。
評
盟
。
曾
思
置
窪
園
。
凶
。
冨
寄
。
凶
。
・
。
（
雛
。
。
ω
温
。
。
ま
）
”
ω
鐙
諾
畏

　
お
ゆ
○
。
■
な
お
こ
の
著
書
は
、
O
禽
の
．
“
O
桑
畠
。
島
。
。
o
げ
。
臣
麺
。
陣
。
冨
町
鼠
。
。
o
欝
四
駅

　
く
①
騒
。
・
。
・
§
σ
・
曾
ω
≧
露
景
気
。
の
き
畠
肇
国
α
q
駐
。
げ
＄
（
白
い
O
O
一
一
〇
◎
O
α
）
“

　
O
薗
馨
。
・
欝
簿
6
。
。
ゆ
の
改
訂
増
補
版
で
あ
る
。

（
7
）
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
イ
ス
を
帝
国
の
一
地
域
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

　
域
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
独
自
の
活
動
や
機
能
を
検
討
の
対
象
と
し
た
論
文
集
と

　
し
て
、
噂
．
○
瞬
9
量
磐
臣
（
囲
σ
q
．
）
り
園
。
σ
q
δ
昌
窪
生
酔
禽
南
殿
8
2
0
嵩
。
罫

　
貿
魚
。
冨
寄
島
。
。
o
践
島
。
段
。
。
鼻
。
障
混
き
β
野
。
＜
帥
嵩
窪
窪
岡
欝
襲
。
坤
。
ダ
圃
。
σ
Q
陣
。
器
爵

　
毒
8
円
陽
臨
ω
o
ぽ
禽
O
げ
①
魯
。
平
話
①
貯
く
。
お
同
魚
魯
一
鐸
禽
。
。
雨
蓋
①
鐸
田
匿
籔
両
g
窪

　
琶
臨
陣
鐸
段
b
σ
①
畠
o
g
欝
茜
“
N
無
畏
Q
d
①
酵
。
帥
回
メ
6
濃
．
ま
た
P
。
C
。
ハ
ル
ト
マ

　
ン
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ク
ラ
イ
ス
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
、
近
世
の
バ
イ
エ

　
ル
ン
・
ク
ラ
イ
ス
を
詳
細
に
検
討
し
た
一
九
九
七
年
の
著
書
に
お
い
て
、
バ
イ

　
エ
ル
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
帝
国
の
崩
壊
に
至
る
ま
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た
こ
と

　
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
帝
国
税
の
高
い
納
付
率
、
帝
国
へ

　
の
軍
事
的
貢
献
、
貨
幣
・
関
税
制
度
や
ポ
リ
ツ
ァ
イ
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分

　
野
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
と
ザ
ル
ツ
ブ

　
ル
ク
大
司
教
の
強
力
な
指
導
力
の
下
に
あ
り
な
が
ら
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ク
ラ
イ

　
ス
が
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
、
「
補
完
性
原
理
」
に
基
づ
い
た
所
属
等
族
の
協
働

　
を
保
障
す
る
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
を
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
劉
○

　
自
賠
讐
麟
馨
’
O
巽
切
戸
。
欝
。
ぽ
。
労
。
帥
9
。
・
鐸
。
尉
（
一
い
O
O
窪
。
。
回
。
◎
O
ひ
）
●
Q
Q
内
済
2
器
p

　
Q
o
。
・
o
ぼ
。
匿
。
偉
監
¢
瞳
a
窪
欝
σ
⇔
聲
囲
磐
ヨ
窪
畠
禽
謬
阻
。
・
＜
段
欝
。
。
。
・
蕗
σ
Q
偉
滋
鳥
2

　
嚢
。
膣
α
Q
o
器
。
賦
窪
　
貯
ω
試
鐙
鼠
。
口
畠
2
　
団
鵠
望
陣
。
器
性
臣
α
q
　
鳥
。
ψ
　
囲
。
錠
α
q
魯
　
蜀
α
臨
。
。
o
冨
β

　
圃
臨
。
箒
。
。
”
Q
ゆ
豊
貯
6
ミ
．

（
8
）
目
Z
凶
興
冨
。
・
竃
麟
・
o
馨
＆
駿
閃
o
o
げ
鈴
閏
聲
。
爵
象
口
占
畠
。
ぎ
冨
庭
山
欝
O
げ
。
誘
警
ぽ
－

　
　
　
　
　
　
堕

　
ω
陣
。
。
畠
g
匿
訊
畠
。
・
ζ
o
貫
Q
。
欝
舜
α
q
畏
N
8
ド

（
9
）
経
済
的
・
軍
事
的
に
豊
か
な
大
領
邦
が
所
属
す
る
北
部
の
ク
ラ
イ
ス
は
、
従
来
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近世ドイツにおけるニーダーザクセン・クライス（鎌田　洋之）

　
の
研
究
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
と
い
う
枠
組
が
大
領
邦
の
「
自
由
」
を
制
限
し

　
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、
ク
ラ
イ
ス
制
度
が
根
づ
か
な
か
っ
た
地
域

　
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
ミ
ッ
タ
イ
ス
隠
り
ー
ベ
リ
ッ
ヒ
著
、

　
世
良
晃
志
郎
訳
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
　
改
訂
版
』
（
創
文
社
、
一
九
七
一
年
）
、

　
四
五
八
頁
、
F
・
ハ
ル
ト
ゥ
ン
グ
著
、
成
瀬
治
・
坂
井
栄
八
郎
訳
『
ド
イ
ツ
国

　
制
酸
－
一
五
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
O
年
）
、
六
六
頁
。

（
1
0
）
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
閉
．
乏
■

　
緊
鉱
。
。
0
円
　
O
禽
巳
O
鳥
震
絵
。
げ
。
。
凶
ω
0
げ
。
　
貯
O
陣
ω
　
β
8
ぽ
　
島
Φ
臣
　
≦
①
。
。
酔
鐡
一
蹉
O
げ
①
賂
　
鴨
臣
①
住
0
臣

　
　
　
　
り

　
（
囲
σ
い
一
一
一
ひ
刈
ω
）
“
毘
。
。
ψ
．
喜
陣
国
’
置
碁
類
町
q
一
網
3
≦
Q
。
。
げ
陰
日
f
O
・
。
・
。
臣
。
冨
曾
。
。

　
爵
凶
①
島
0
叫
ω
餌
O
げ
0
◎
凶
q
唖
O
騨
O
臣
囲
同
0
凶
o
o
O
o
励
　
く
O
買
団
㎞
帥
野
同
0
　
一
ひ
刈
ω
　
げ
一
匂
。
　
N
爵
躊
り
N
偉
ロ
。
麟
買
き
O
臣
げ
噌
謂
O
げ
鳥
0
鴎

　
謬
。
陣
の
＜
o
静
ω
ω
§
o
q
り
鋒
Z
凶
鼠
。
当
朝
。
冨
陣
。
。
魯
。
。
。
訂
謬
麗
畠
律
触
冨
巳
。
の
α
Q
①
ω
。
ぽ
陣
。
罧
ρ

　
調
鵠
鳥
O
。
。
ぽ
訟
罠
ち
ω
O
’

（
1
1
）
9
0
馨
鳥
惣
。
＞
釜
く
灘
酔
窪
鳥
。
ω
Z
器
曾
『
。
。
麟
魯
。
・
凶
。
・
蝕
。
臣
圃
。
陣
。
一
一
①
凶
。
・
o
。
・
貯
鳥
窪

　
Q
。
・
ぎ
円
紹
論
臣
＆
窪
釜
魯
。
窪
お
．
。
琶
島
㌔
昆
8
図
。
．
（
一
い
い
い
一
一
α
Q
Q
P
）
曽
響
欝
。
く
震
回
＄
◎

（
1
2
）
分
留
　
ω
ヒ
．

　
　
　
　
f
い

（
1
3
）
囮
藍
‘
Q
。
．
ω
O
O
含

　
　
　
　
導

　
　
　
　
内
部
組
織

　
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
帝
国
北
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。
ク
ラ
イ

ス
南
部
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
諸
家
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
の
所
領
が

広
が
り
、
北
部
に
は
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
ら
諸
大
公
領
、
そ
し
て
帝
国
都
市
が
割
拠

し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
六
四
八
年
以
降
に
な
る
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約

（
以
下
、
曙
O
）
に
よ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
や
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
士
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　

が
こ
の
地
域
に
新
た
に
所
領
を
獲
得
し
て
ク
ラ
イ
ス
等
比
と
な
り
、
正
式
に
ク
ラ

イ
ス
の
政
治
に
参
加
し
て
く
る
。
そ
こ
で
ま
ず
本
節
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
組
織
と
し
て
い
か
に
機
能
し
た
の
か
考
察
す
る
た
め
の
前

提
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
の
内
部
構
造
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
（
【
）
身
分
別
整
理

　
ま
ず
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
所
属
す
る
等
族
を
身
分
別
に
整
理

し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
本
稿
に
お
い
て
考
察
対
象
と
し

て
い
る
一
五
五
五
年
か
ら
一
六
八
二
年
ま
で
の
間
に
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

イ
ス
に
所
属
し
て
い
た
も
の
に
関
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
表
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
所
属
豊
島
の
身
分
に
お
い
て
、
大
司
教
か
ら
帝
国
都
市
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
身
分
の
三
族
が
所
属
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
多
様
な
内
部
関
係
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。

　
次
い
で
、
身
分
の
変
更
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。
と
り
わ
け
圏
O
に
よ
る
北
ド

イ
ツ
の
諸
侯
領
の
再
編
が
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
、
そ
の

後
の
政
策
を
左
右
す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
罵
O
に
基
づ
く

聖
界
諸
侯
領
の
世
俗
化
と
所
領
の
譲
渡
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、
ブ
レ
ー

メ
ン
大
司
教
領
は
粥
O
第
一
〇
条
第
七
項
に
よ
り
、
世
俗
化
さ
れ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

国
王
に
対
し
帝
国
レ
ー
エ
ン
と
し
て
譲
渡
さ
れ
た
（
表
1
※
1
）
。
次
い
で
マ
グ

デ
ブ
ル
ク
大
司
教
領
は
粥
O
第
一
一
条
第
六
項
に
お
い
て
、
最
後
の
大
司
教
ア
ウ

グ
ス
ト
の
死
後
、
世
俗
化
ざ
れ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
家
に
譲
渡
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

と
と
さ
れ
（
表
1
※
2
）
、
こ
れ
は
一
六
八
○
年
に
実
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
ハ

ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
領
も
罵
O
第
＝
条
第
一
項
目
お
い
て
、
世
俗
化
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

同
家
に
譲
渡
さ
れ
た
（
表
1
※
3
）
。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
よ
り
、
一
六
八
二
年

ま
で
に
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
と
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
こ
司
教
以
外
は
全
て
世
俗
等
族
に
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大司教 マグデブルク（※2）、ブレーメン（※1）

司教 ハルバーシュタット（※3）、ヒルデスハイム、リューベック、シュヴェーリン

大公

ブラウンシュヴァイクーリューネブルク（ヴォルフェンビュッテル系、ツェレ

n、カレンベルク系、グルーベンハーゲン系）、メクレンブルク（シュヴェー

潟東n、ギュストロウ系）、ホルシュタイン（デンマーク系、ゴットルフ系、

nーデルスレーベン系）、ザクセン・ラウエンブルク

伯 ラインシュタインーブランケンブルク、ランッァウ

帝国都市 リューベック、ゴスラー、ミュールハウゼン、ノルトハウゼン

ニーダーザクセン・クライスの所属等族（Gittel，　a，　a．0，，　S，347ffより作成）表1

な
り
、
当
ク
ラ
イ
ス
は
圧
倒
的
に
世
俗

身
分
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
な

る
。　
以
上
の
よ
う
な
ク
ラ
イ
ス
領
域
内
で

の
所
領
の
譲
渡
に
と
も
な
い
、
と
く
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

と
い
う
、
ク
ラ
イ
ス
外
に
本
拠
を
構
え

る
外
国
勢
力
や
有
力
諸
侯
が
、
圏
O
を
通

じ
て
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
に
正
式
に
参
加

し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
有
力
等
族
は
、
ク
ラ
イ
ス
高
級
官

職
を
保
有
し
、
家
門
同
士
の
結
合
に
よ
っ

て
ク
ラ
イ
ス
A
玉
入
に
お
け
る
複
数
面
面
を

　
　
　
　
　
　
ロ
さ
　

獲
得
す
る
こ
と
で
、
多
数
決
原
理
が
有

効
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
の
審
議

や
決
定
に
、
自
身
の
利
害
を
よ
り
強
く

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

以
下
で
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と

く
に
一
六
四
八
年
以
降
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
よ
う
な
ク

ラ
イ
ス
外
の
有
力
等
族
と
、
ク
ラ
イ
ス

内
の
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
と
の
協
調
・
対
立
に
基
づ
く
体
制
が
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン

ス
の
機
能
性
を
左
右
す
る
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

。
ク
ラ
イ

　
（
二
）
ク
ラ
イ
ス
高
級
官
職

　
こ
の
こ
と
は
、
ク
ラ
イ
ス
内
の
高
級
官
職
か
ら
も
ま
た
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
の
諸
官
職
か
ら
ク
ラ
イ
ス
の
構
造
を
み
て
み

よ
う
。

①
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
諸
侯
謬
。
凶
。
・
磐
。
・
。
。
。
騨
移
。
三
五
閏
欝
。
・
艸
・
臣

　
ク
ラ
イ
ス
を
実
質
的
に
運
営
し
、
事
実
上
ク
ラ
イ
ス
内
で
最
重
要
と
な
る
の
が

ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
諸
侯
で
あ
る
。
こ
の
公
示
事
項
担
当
諸
侯
に
は
一
般
的

に
ク
ラ
イ
ス
内
に
お
い
て
最
も
身
分
の
高
い
聖
俗
の
諸
侯
各
一
名
が
就
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
官
職
創
設
の
経
緯
、
具
体
的
任
務
に
つ
い
て
法
的

　
　
　
　
　
ア
　

根
拠
は
な
い
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大

司
教
と
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
ー
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
（
以
下
ヴ
ォ

ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
）
が
伝
統
的
に
こ
の
官
職
を
保
有
し
て
い
た
。
こ
の

職
の
主
要
な
任
務
は
、
皇
帝
や
帝
国
議
会
か
ら
の
諸
通
知
の
公
示
、
ク
ラ
イ
ス
会

議
の
召
集
、
ま
た
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
の
議
案
の
予
備
的
審
議
と
そ
の
通
達
な
ど
ク

ラ
イ
ス
に
関
わ
る
公
示
事
項
、
ク
ラ
イ
ス
議
長
謬
。
凶
。
。
爵
。
瞬
自
と
し
て
の
ク
ラ
イ

ス
会
議
の
主
宰
、
ク
ラ
イ
ス
長
官
が
空
席
の
際
の
長
官
職
の
代
行
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
任
務
に
際
し
て
ど
ち
ら
か
一
方
が
単
独
で
権
限
を
行
使
す
る
の
で
は
な
く
、

常
に
共
同
で
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
示
事
項
担
当
諸
侯
に
は
広
範
な
権
限
が
属
し
、
ク
ラ
イ
ス
で

の
主
導
的
地
位
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
人
の
公
示
事
項
担
当
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諸
侯
が
常
に
対
等
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
通
常
、
ク
ラ
イ
ス
会
議

が
召
集
さ
れ
る
と
、
参
加
者
は
「
主
任
議
長
藁
塚
罫
寓
轟
。
蕊
」
た
る
マ
グ
デ
ブ

ル
ク
に
到
着
を
報
告
し
、
本
会
議
に
お
い
て
も
同
様
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
が
諮
問
を

行
い
、
票
を
取
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
あ
る
い
は
ク
ラ
イ
ス
文

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

書
の
草
案
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
諸
侯
と
し
て
ヴ
ォ

ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
は
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
と
同
等
の
地
位
に
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
来
土
ハ
同
で
果
た
す
べ
き
議
長
の
任
務
に
関
与
で
き
な
か
っ
た
の
で

　
　
む
　
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
諸
侯
と
ク
ラ
イ
ス
議
長
と
い
う
官
職

は
厳
密
に
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
こ
の
公
示
事
項
担
当
職
に
関
し
て
、
罵
O
第
一
〇
条
第
一
〇
項
に
お
い

て
以
下
の
よ
う
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
…
マ
グ
デ
ブ
ル
ク

と
ブ
レ
ー
メ
ン
の
間
で
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
議
長
職
が
交
替
で
保

持
さ
れ
る
べ
し
。
た
だ
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
ー
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
大
公

の
共
同
議
長
の
権
利
は
留
保
さ
れ
る
」
と
い
う
条
項
に
よ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
議
長
職
を
獲
得
し
た
。
こ

の
規
定
に
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
内
に
第
三
の
議
長
職
保
持
者
が
出
現
し
た
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
こ
の
規
定
は
、
は
じ
め
て
帝
国
法
の
中
で
ク
ラ
イ
ス
議
長
職
に
つ
い

て
の
旦
ハ
体
的
・
個
別
的
な
決
定
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
と
ヴ
ォ
ル

フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
の
議
長
職
も
帝
国
法
上
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
職
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お

い
て
唯
一
帝
国
の
崩
壊
ま
で
存
続
し
た
官
職
で
あ
る
。
彼
ら
の
周
囲
に
対
す
る
影

響
力
に
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
六
八
二
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
停

止
も
ま
た
、
逆
に
彼
ら
の
力
を
増
大
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来

か
ら
の
諸
任
務
に
加
え
、
一
六
八
一
／
八
二
年
「
帝
国
軍
制
」
の
枠
組
に
お
け
る

ク
ラ
イ
ス
余
説
各
自
の
割
当
の
徴
募
、
そ
の
他
の
租
税
の
徴
収
、
さ
ら
に
は
ラ
ン

ト
フ
リ
ー
デ
侵
犯
事
件
に
お
い
て
は
そ
の
執
行
の
任
務
を
果
た
し
て
お
り
、
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ざ
ま
な
領
域
に
お
い
て
そ
の
権
限
を
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
他

の
等
族
と
の
協
働
が
重
視
さ
れ
る
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
比
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
公
示
事

項
担
当
職
は
と
り
わ
け
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
領
邦
国
家
業
政
策
を
強
め
て
い
く

大
領
邦
に
と
っ
て
、
そ
の
覇
権
政
策
の
た
あ
に
よ
り
魅
力
的
な
官
職
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
有
力
等
族
は
こ
の
官
職
を
通
じ
て
、
近
隣
の
中
小

等
族
に
対
し
て
優
越
的
地
位
に
立
つ
可
能
性
が
あ
っ
た
。

②
ク
ラ
イ
ス
高
級
官
職
瞬
畠
黒
蓋
。
幽
。
。
齢
難
興

　
次
に
、
ク
ラ
イ
ス
長
官
謬
。
凶
ω
o
冨
盗
。
、
次
官
2
8
帯
。
禽
爵
。
酔
。
、
補
佐
官
N
藷
㌣

　
　
　
　
　
　
　
の
ね

臼
曾
0
8
に
つ
い
て
。
こ
れ
ら
の
官
職
に
つ
い
て
は
、
帝
国
執
行
令
に
お
い
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

任
命
や
権
限
に
つ
い
て
詳
細
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ

イ
ス
内
で
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
破
壊
事
件
が
生
じ
た
際
、
長
官
は
補
佐
官
と
藁
囲
に
、

後
に
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
謬
。
尉
惹
。
σ
Q
路
。
讐
。
欝
器
と
呼
ば
れ
る
会
議
を
召
集
し
、

そ
こ
で
事
件
へ
の
対
応
を
協
議
し
、
執
行
に
必
要
な
援
助
を
ク
ラ
イ
ス
添
番
に
要

請
す
る
権
限
を
有
し
、
そ
の
執
行
に
際
し
て
指
揮
官
を
務
め
た
。
補
佐
官
は
常
に

長
官
と
共
に
審
議
に
参
加
し
、
ま
た
長
官
の
行
動
を
監
査
す
る
役
目
も
帯
び
た
。

補
佐
官
の
う
ち
一
名
が
次
官
に
任
命
さ
れ
、
長
宮
が
そ
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
場

合
、
あ
る
い
は
長
官
自
身
が
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
に
違
反
し
た
場
合
な
ど
、
長
官
の

　
　
　
　
　
　
ほ
　

代
理
を
務
め
た
。
ク
ラ
イ
ス
は
、
内
的
平
和
維
持
と
い
う
任
務
に
お
い
て
、
ま
さ

に
こ
れ
ら
高
級
官
職
を
中
心
と
し
て
行
動
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。
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在位 歴代クライス長官

1557～1586 ゴットルフ大公アドルフ

1589～1603 ギュストロウ大公ウルリヒ

1604～1614 ヴォルフェンビュッテル大公ハインリヒ・ユリウス

1614～1624 ッェレ大公クリスティアン

1625～1629 デンマーク王（ホルシュタイン大公）クリスティァン4世（辞任）

1652～1665 ッェレ大公クリスティアン・ルートヴィヒ

1671～1705 ッェレ大公ゲオルク。ヴィルヘルム

表2　歴代クライス長官（Gittel，　a．　a．0．，　S339fより作成）

　
さ
て
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ

ス
に
お
い
て
は
、
一
五
五
六
年
一
月
の
ク

ラ
イ
ス
会
議
で
こ
れ
ら
高
級
官
職
の
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の
選
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ス
長

官
職
は
、
そ
の
軍
事
的
・
経
済
的
能
力
の

必
要
性
か
ら
、
専
ら
世
俗
の
有
力
十
二
が

保
有
し
て
い
た
。
補
佐
官
は
最
初
の
選
挙

に
お
い
て
、
各
身
分
か
ら
六
名
が
選
出
さ

れ
た
が
、
一
六
一
四
年
に
は
三
図
が
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

さ
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
と
く
に
三
十
年

戦
争
後
は
じ
め
て
高
級
官
職
の
選
出
が
行

わ
れ
た
一
六
五
二
年
以
降
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
家
の
者
が
長
官
、
次
官
、
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

官
に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ス
軍

事
会
議
に
お
け
る
支
配
的
影
響
力
を
得
る

に
至
り
、
こ
の
こ
と
は
、
所
領
の
ほ
と
ん

ど
が
ク
ラ
イ
ス
内
に
あ
っ
た
同
家
に
と
っ

て
、
と
り
わ
け
軍
事
財
政
面
で
重
要
な
成

果
で
あ
っ
た
。
↓
六
七
一
年
ク
ラ
イ
ス
会

議
で
も
、
同
家
は
次
官
を
除
い
て
こ
の
状

態
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
六
五
二
年
に
は
、
ク
ラ
イ

ス
軍
事
会
議
は
ク
ラ
イ
ス
全
体
の
た
め
に

在位 歴代クライス次官

1557～1559 ツェレ大公フランツ・オットー

1560～1587 ギュストロウ大公ウルリヒ（長官に就任）

1593～1611 ツェレ大公エルンスト

1611～1614 ッェレ大公クリスティアン（長官に就任）

1614～1634 ヴォルフェンビュッテル大公フリードリヒ・ウルリヒ

1652～1666 ヴォルフェンビュッテル大公アウグスト

1671～1695 ギュストロウ大公グスタフ・アドルフ

表3　歴代クライス次官（Gittel，　a，　a。0．，　S．340fより作成）

を
有
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
が
公
示
事
項
担
当
諸
侯
で
あ
り
、

官
、
次
官
、
補
佐
官
も
務
め
て
い
た
た
め
、

集
中
す
る
体
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

…
機
能
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
ブ
ラ

ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
家
の
影
響
の
強
い
組

織
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
一
六
五
二
年
の
ク
ラ
イ
ス
最
終

決
定
は
、
古
同
級
官
職
に
と
っ
て
重
要
な
取

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

り
決
め
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ク

ラ
イ
ス
長
官
ら
は
新
た
な
ク
ラ
イ
ス
の
軍

事
体
制
を
審
議
す
る
際
、
公
示
事
項
担
当

諸
侯
と
そ
れ
に
関
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
と
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ

　
の
　る
。
こ
の
取
り
決
め
に
基
づ
い
て
、
公
示

事
項
担
当
諸
侯
は
徐
々
に
高
級
官
職
の
管

轄
域
に
入
り
込
む
余
地
を
広
げ
て
い
っ
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
具
体
的
に

何
を
意
味
す
る
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
高
級
官
職
の
権
限
縮
小
を

意
味
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
一
般
的

に
他
の
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た

　
　
　
　
　
の
　

よ
う
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク

ラ
イ
ス
は
、
ク
ラ
イ
ス
内
で
最
大
の
所
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
長

　
　
同
家
の
下
に
ク
ラ
イ
ス
内
の
官
職
が

　
　
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
と
っ
て
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は
願
っ
て
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
す
で
に
武
装
化
を
進
め
て

い
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
と
っ
て
、
他
の
等
質
の
指
揮
下
に
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
は
、
自
身
の
「
自
由
」
と
相
容
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
忌
避
す
べ
き
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
一
六
八
二
年
に
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
停
止
し
て
も
は
や
高
級
官
職

の
選
出
も
行
わ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
ら
の
高
級
官
職
の
権
限
を
公
示
事
項
担
当
諸

侯
が
引
き
継
い
で
行
使
し
た
た
め
に
、
い
っ
そ
う
同
家
の
勢
力
は
強
化
さ
れ
た
。

機
能
を
停
止
し
た
高
級
官
職
に
代
わ
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
は
公
示
事
項

担
当
諸
侯
と
し
て
高
級
官
職
の
権
限
を
も
取
り
込
ん
で
、
自
身
の
も
つ
官
職
を
勢

力
拡
大
に
利
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
ク
ラ
イ
ス
会
議

　
最
後
に
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
つ
い
て
。
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
、
所
属
す
る
等
族
を

統
合
す
る
上
で
中
心
的
役
割
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
形
態
は
帝
国
議
会
を
模
し
て

作
ら
れ
る
が
、
明
文
化
さ
れ
た
規
定
は
な
く
、
慣
習
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
以

下
に
お
い
て
は
、
と
く
に
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
け
る
多
数
決
原
理
の
有
効
性
と
い

う
点
か
ら
、
会
議
の
構
成
を
確
認
し
た
い
。

　
ま
ず
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
は
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
主
宰
の
下
で
個
々
の
案
件
ご
と
に

審
議
・
決
定
を
繰
り
返
す
。
投
票
は
席
次
順
に
諮
問
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
マ
グ
デ

ブ
ル
ク
が
そ
れ
を
集
計
し
、
多
数
に
至
っ
た
後
、
審
議
の
終
了
を
告
げ
る
。
こ
う

し
て
全
案
件
に
関
し
て
決
定
が
な
さ
れ
る
と
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
は
作
成
し
た
ク
ラ

イ
ス
最
終
決
定
の
草
案
を
朗
読
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
再
び
合
意
確
認
が
な
さ
れ
た

な
ら
ば
、
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
は
、
た
び
た
び
多
数
決
原
理
が
問
題
と
な
っ
た
。
決

定
に
関
す
る
多
数
決
の
原
理
は
す
で
に
一
五
五
九
年
の
帝
国
最
終
決
定
に
よ
り
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
し
、
少
数
派
は
そ
の
決
定
に
従
う
べ
き
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
ニ
ー
ダ
ー

ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
一
五
九
三
年
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
で
確
認

　
　
　
　
　
の
　

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
数
決
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
事
柄
に
関
し
て
、

当
然
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
そ
れ
に
従
わ
な
い
等
族
も
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の

よ
う
な
早
送
に
対
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
は
何
の
強
制
手
段
も
有
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

ゆ
え
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
の
拘
束
力
に
つ
い
て
は
問
題
を
含
ん
で
い
た
。
理
論
上

は
全
て
の
こ
と
が
多
数
決
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
そ
れ

が
有
力
等
族
の
場
合
、
現
実
と
し
て
ク
ラ
イ
ス
の
決
定
を
必
要
と
し
な
い
場
合
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
は
、
不
完
全
な
ま
ま

ク
ラ
イ
ス
の
決
定
が
実
施
さ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
所
属
五
族
の
多
く

は
ク
ラ
イ
ス
の
決
定
に
基
づ
い
て
ま
と
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
内
で
の
協

働
を
保
と
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
原
理
は
ま
さ
に
帝
国
国
制
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
制
の
連
邦
的
性
格
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

註
（
1
）
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
北
部
の
諸
侯
領
の
獲
得
・

　
譲
渡
に
関
し
て
、
主
と
し
て
嗣
O
第
一
〇
～
一
五
条
の
中
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
下
罹
O
に
関
し
て
参
照
す
る
史
料
と
し
て
、
野
N
2
臣
。
斜
O
器
羅
蕊
選
薯
圃
弩
σ
。

　
N
鼠
O
①
。
。
o
置
。
騨
。
島
興
臨
。
黒
の
。
げ
。
口
圃
。
凶
。
冨
く
重
過
。
・
ω
き
σ
q
貯
蓄
難
。
憲
8
『
き
島

　
Z
o
嵩
。
貫
ド
〉
鎧
戸
同
ま
貯
o
q
託
ち
一
ω
“
Q
。
■
凸
α
哺
旧
〉
・
㊤
σ
器
融
唐
p
。
葭
甲
《
既
。
・
禽
§
島

　
閃
魯
『
二
二
。
・
。
・
凶
。
・
。
げ
。
明
。
義
。
量
島
O
o
ざ
ヨ
。
艮
o
N
霞
く
。
静
。
。
の
§
α
q
。
・
q
q
o
。
。
。
ぼ
。
簿
。
島
8

　
畿
①
駐
α
q
窪
囲
O
臨
。
。
9
臼
図
臨
。
冨
。
・
O
窪
§
げ
2
2
毘
8
＜
o
目
◎
ゆ
o
q
q
陣
自
曾
。
・
一
P

　
訂
貯
ぽ
毒
曾
訴
露
ω
窪
羅
画
賢
。
一
。
。
O
①
Ψ
竃
欝
畠
山
¢
。
。
《
Q
。
5
翁
跨

（
2
）
帝
国
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
ブ
レ
ー
メ
ン
も
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
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に
所
属
す
る
が
、
一
五
五
五
年
か
ら
一
六
八
二
年
ま
で
の
間
は
ク
ラ
イ
ス
等
族

　
資
格
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
除
外
し
て
い
る
。

（
3
）
N
至
当
舞
p
p
o
‘
。
。
謡
6
甲
¢
口
島
。
げ
欝
葺
p
鐸
O
」
。
。
謡
．
圏
。
第
一
〇
条

　
に
お
い
て
は
、
当
ク
ラ
イ
ス
に
関
わ
る
所
領
以
外
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
フ
ォ

　
ア
ポ
メ
ル
ン
、
ヴ
ェ
ル
デ
ン
司
教
領
な
ど
北
ド
イ
ツ
に
多
く
の
所
領
を
獲
得
し

　
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
伊
藤
宏
二
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
の
法
的
地
位
ー
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
に
基
づ
く
帝

　
国
レ
ー
エ
ン
授
与
を
中
心
に
一
」
（
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
』
第
一
号
、
東

　
北
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
～
六
七
頁
）
、
同
「
ヴ
ェ

　
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
講
和
会
議
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ポ
メ
ル
ン
問
題
ー
ヴ
ェ

　
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
規
定
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
1
」
（
『
法
制
史
研
究
』

　
五
二
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
七
～
一
七
八
頁
）
を
参
照
。

（
4
）
N
・
§
2
P
鉾
ρ
。
。
鳶
ご
b
。
蕊
。
ぽ
欝
β
鐸
p
ρ
Q
。
ミ
・

（
5
）
そ
の
他
に
、
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
と
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
の
両
司
教
領
も
署
O
第

　
一
二
条
第
↓
項
に
お
い
て
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
ー
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
大
公
の
所
領

　
と
な
っ
て
い
る
。
N
窪
ヨ
。
お
P
鋭
O
‘
Q
。
■
爵
O
ム
N
U
申
O
σ
蕊
。
ず
欝
帥
湿
田
P
P
O
‘

　
o
o
気
益
－
O
o
回

（
6
）
例
え
ば
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
家
は
一
六
世
紀
に
お
い
て
ブ
レ
ー
メ
ン

　
大
司
教
、
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
を
輩
出
し
た
ほ
か
、
一
七
世
紀
に
お
い

　
て
も
う
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
司
教
を
輩
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
司
教

　
は
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
ゴ
ッ
ト
ル
フ
大
公
家
が
輩
出
す
る
な
ど
、
ク
ラ
イ
ス
会

　
議
に
お
い
て
一
家
門
の
も
と
に
複
数
の
票
が
集
中
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
q
O
鐸
。
㌍
鉾
鉾
O
‘
Q
り
．
ω
ミ
跨

（
7
）
一
五
二
二
年
に
帝
国
統
治
院
が
ク
ラ
イ
ス
内
で
最
も
身
分
の
高
い
聖
俗
の
諸

　
侯
そ
れ
ぞ
れ
一
名
に
ク
ラ
イ
ス
令
を
送
付
し
た
こ
と
が
こ
の
官
職
の
始
ま
り
と

　
い
わ
れ
て
い
る
。
山
本
、
前
掲
書
、
一
九
六
～
一
九
七
頁
。

（
8
）
O
葺
。
㌍
鐸
p
ρ
。
。
・
ま
◆

（
9
）
こ
の
公
示
事
項
担
当
職
を
め
ぐ
っ
て
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
と
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ツ

　
テ
ル
の
間
で
し
ば
し
ば
対
立
が
生
じ
て
い
る
。
一
五
五
六
年
ク
ラ
イ
ス
会
議
で

　
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
異
議
を
唱
え
、
翌
年

　
の
帝
国
議
会
な
ら
び
に
当
時
の
国
王
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
｝
世
に
も
同
様
の
抗

　
議
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
両
者
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
る
こ

　
と
が
取
り
決
あ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
対
立
は
続
く
こ
と
と
な
る
。
一
六
世
紀

　
末
に
対
ト
ル
コ
戦
争
の
た
め
の
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
に
対
し
ヴ
ォ
ル
フ
ェ

　
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
が
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
開
催
を
拒
否
し
た
た
め
、
マ
グ
デ
ブ

　
ル
ク
に
よ
る
単
独
で
の
召
集
と
な
り
、
一
六
三
一
～
三
五
年
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク

　
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
に
よ
り
占
領
さ
れ
た
際
、
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
が
マ
グ
デ

　
ブ
ル
ク
に
代
わ
っ
て
こ
の
職
に
就
く
こ
と
を
要
求
し
、
ま
た
も
や
ヴ
ォ
ル
フ
ェ

　
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
と
の
間
に
対
立
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ど
ち
ら
か
一
方

　
の
公
示
事
項
担
当
諸
侯
の
み
に
よ
る
開
催
は
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
拘
束
力
を
妨

　
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
実
際
に
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
参
加
す

　
る
等
族
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
他
の
等
族
も
二
人
の
協
力
に
よ
る
権
限
の
行
使
を

　
望
ん
で
い
た
。
ち
な
み
に
一
六
三
四
年
に
当
時
の
大
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
ル

　
リ
ヒ
の
死
に
よ
っ
て
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
家
が
断
絶
し
た
た
め
、

　
一
六
三
五
年
＝
一
月
一
〇
日
に
こ
の
官
職
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

　
ヴ
ァ
イ
ク
全
家
系
に
よ
る
家
門
条
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
今

　
後
こ
の
官
職
は
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ユ
ッ
テ
ル
、
ツ
ェ
レ
、
カ
レ
ン
ベ
ル
ク
家
系

　
の
う
ち
そ
の
都
度
長
兄
で
あ
る
諸
侯
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

　
の
公
示
事
項
担
当
職
を
め
ぐ
る
争
い
に
関
し
て
は
、
O
㌶
鼻
鉾
鉾
ρ
Q
。
．
ω
い
跨
ブ

　
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
諸
侯
家
の
家
門
条
約
に
関
し
て
は
、
〉
■
圃
。
駐
芦

　
O
o
ω
o
黙
畠
8
＜
自
麟
帥
馨
。
く
。
雪
柱
a
じ
ご
箒
彰
。
。
鼻
≦
o
圃
o
q
ま
心
。
。
螺
。
・
一
謡
♪
一
●
切
弁

　
ド
き
N
償
¢
ひ
少
Q
。
・
＄
聾

（
1
0
）
N
窪
ヨ
。
朗
卑
P
O
●
Ψ
Q
。
ム
雨
曝
肝
試
。
げ
露
9
。
き
“
P
鐸
O
‘
Q
。
．
禮
・
こ
の
取
り
決
め

　
は
］
六
五
二
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
ク
ラ
イ

　
ス
会
議
の
終
了
と
と
も
に
官
職
が
交
替
さ
れ
、
次
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
終
了
ま

　
で
権
限
を
行
使
し
た
。
た
だ
し
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
公
示
は
今
後
三
人
に
よ
る

　
事
前
交
渉
に
お
い
て
決
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
議
事
録
も
三

　
人
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
O
醇
。
評
p
p
O
‘
Q
。
蕊
●
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（
1
1
）
団
げ
倉
。
。
ム
ω
．

（
1
2
）
こ
の
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
職
に
関
し
て
一
八
世
紀
以
降
の
推
移
を
一
瞥

　
す
る
と
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯
家
が
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
大
公
領
を
統

　
合
し
、
ま
た
一
七
一
九
年
に
は
ブ
レ
ー
メ
ン
大
公
領
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、

　
こ
の
当
時
す
で
に
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
は
い
た
が
、
形
式

　
上
は
ク
ラ
イ
ス
議
長
職
を
独
占
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
高
級
官
職
は

　
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
任
命
さ
れ
た
が
、
一
六
八
二
年
を
最
後
に
こ
れ
ら
の

　
官
職
の
任
命
も
停
止
し
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
団
び
ら
Q
。
謡
い
艶

（
1
3
）
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
歴
代
の
長
官
、
次
官
に
つ
い
て

　
は
、
表
2
、
表
3
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
4
）
］
五
五
五
年
帝
国
執
行
令
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
長
官
、
補
佐
官
の
任
命
や
権

　
限
に
つ
い
て
は
、
山
本
、
前
掲
書
、
「
第
三
章
第
一
節
」
を
参
照
。

（
1
5
）
O
罧
。
糾
鉾
鉾
P
Q
。
・
轟
。
。
●

（
1
6
）
長
官
職
に
関
し
て
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
三
世
が
就
任
を
拒

　
否
し
た
た
め
、
翌
五
七
年
六
～
七
月
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
、
彼
の
弟
で

　
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
ゴ
ッ
ト
ル
フ
大
公
の
ア
ド
ル
フ
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
と

　
こ
ろ
で
そ
の
ア
ド
ル
フ
も
、
当
初
は
長
官
に
就
任
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ

　
た
。
と
い
う
の
も
、
帝
国
執
行
令
に
よ
れ
ば
こ
の
官
職
は
無
報
酬
で
任
務
に
あ

　
た
る
べ
き
で
、
さ
ら
に
任
務
遂
行
に
際
し
て
、
長
官
の
援
助
要
請
に
対
し
速
や

　
か
に
履
行
し
な
い
乳
下
の
分
は
長
官
が
肩
代
わ
り
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
長
官
職
に

　
付
随
す
る
経
済
的
負
担
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
長
官
に
任
命
さ
れ
た

　
者
に
と
っ
て
、
自
身
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
特
に
問
題
で
あ
っ
た
と
い

　
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
済
的
負
担
と
い
う
問
題
は
、
高
級
官
職
へ
の
最
初

　
の
選
出
の
際
、
他
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
も
同
様
に
み
ら
れ
た
と
い
う
。
団
げ
畠
‘

　
Q
o
謡
ゆ
臨

（
1
7
）
団
げ
軸
“
Q
。
●
給
・

（
1
8
）
一
六
五
二
年
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
の
は
、
長
官
に
ツ
ェ
レ

　
大
公
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
、
次
官
に
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ

　
ル
大
公
ア
ウ
グ
ス
ト
、
補
佐
官
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
ー
カ
レ
ン
ベ
ル
ク

　
大
公
ゲ
オ
ル
グ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
そ
し
て
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
ー
シ
ュ
ヴ
ェ
ー

　
リ
ン
大
公
ア
ド
ル
フ
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
再
選
）
で
あ
る
。

（
1
9
）
閃
げ
臼
Q
Q
●
い
。
。
需

　
　
　
　
導

（
2
0
）
ギ
ッ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
史
料
上
ざ
議
釜
臨
N
鐸
紹
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い

　
る
。
し
か
し
、
本
論
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
語
が
具
体
的
に
何
を
想

　
定
し
て
い
る
の
か
は
不
鮮
明
で
あ
る
。
団
げ
餅
ω
U
。
。
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

（
2
1
）
団
げ
降
Q
。
■
α
9

　
　
　
　
Ψ

（
2
2
）
田
8
。
Q
●
ま
．

（
2
3
）
囮
げ
典

（
2
4
）
こ
の
よ
う
な
多
数
決
原
理
の
有
効
性
に
端
を
発
す
る
問
題
の
例
と
し
て
、
次

　
節
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
軍
の
編
成
や
派
遣
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
2
5
）
団
げ
阜

黒

　
五
五
五
～
　
六
四
八
年
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・

ク
ラ
イ
ス

　
次
に
、
ク
ラ
イ
ス
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
確
認
し
て
い
こ
う
。

ギ
ッ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
一
六
四
八
年
ま
で
の
時
期
で
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ

イ
ス
を
概
観
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
筆
す
べ
き
事
例
が
一
六
世
紀
末
の
対
ト
ル
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
争
と
、
ク
ラ
イ
ス
が
直
接
に
関
わ
っ
た
三
十
年
戦
争
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ

の
二
つ
の
戦
争
か
ら
、

こ
う
。

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
を
整
理
し
て
い

（一

j
｝
六
世
紀
末
期
ト
ル
罰
戦
争

本
来
、
対
外
戦
争
へ
の
対
応
は
伝
統
的
に
帝
国
議
会
の
管
轄
で
あ
り
、

そ
こ
に
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ク
ラ
イ
ス
は
関
与
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

形
で
帝
国
ク
ラ
イ
ス
が
対
外
戦
争
に
動
員
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
よ
う

な
対
外
防
衛
方
式
が
、
後
の
時
代
に
重
要
な
問
題
と
な
る
「
帝
国
軍
制
」
の
制
定

を
め
ぐ
る
議
論
に
と
っ
て
、
重
要
な
先
例
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
経
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

で
ク
ラ
イ
ス
が
対
ト
ル
コ
戦
争
へ
と
関
与
し
て
い
っ
た
の
か
み
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
、
一
五
九
二
年
一
〇
月
に

「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
が
承
認
さ
れ
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お

い
て
も
翌
九
三
年
四
月
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
は
＝
二
単
位
の
援

　
　
　
　
　
　
ヰ
リ

助
を
承
認
し
た
。
こ
の
と
き
の
両
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
決
定
が
、
こ
れ
以
後
の
対
ト

ル
コ
戦
争
へ
の
対
応
に
ク
ラ
イ
ス
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
こ
の
九
三
年
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
の
中
で
、
ク
ラ
イ
ス
血
族
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

同
様
の
こ
と
が
今
後
な
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
旨
を
確
認
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

ク
ラ
イ
ス
等
族
は
租
税
承
認
権
を
帝
国
に
お
け
る
等
族
の
共
同
統
治
の
要
と
し
て

認
識
し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
帝
国
議
会
を
避
け
て
審
議
す
る
こ
と
は
、

等
族
の
「
自
由
」
を
脅
か
し
、
さ
ら
に
は
帝
国
国
玉
に
変
革
を
も
た
ら
し
か
ね
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

い
も
の
と
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
留
保
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
九
五
年
一
月
に
も
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
召
集
さ
れ
、
皇
帝
の
騎
兵
＝
一
〇
〇
人

の
援
助
要
請
に
対
し
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
は
騎
兵
六
〇
〇
人
の
援
助
を
承
認
し
て
い

　
ア
　

る
。　

翌
九
六
年
に
も
、
皇
帝
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
対
し
八
ヶ
月
の

期
間
で
騎
兵
一
二
〇
〇
人
の
援
助
を
要
請
し
、
こ
れ
を
受
け
て
三
～
四
月
の
ク
ラ

イ
ス
会
議
で
は
、
皇
帝
の
要
請
よ
り
も
少
な
い
六
ヶ
月
間
で
騎
兵
一
〇
〇
〇
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　

規
模
で
の
援
助
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
九
七
年
三
月
に
召
集
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
血
族
の
使
節
は
、
こ
の

よ
う
な
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
を
習
慣
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
を
強

化
し
、
こ
の
費
用
負
担
が
帝
国
議
会
で
承
認
さ
れ
る
べ
き
帝
国
税
か
ら
控
除
さ
れ

る
こ
と
を
条
件
に
、
前
年
四
月
に
承
認
さ
れ
た
騎
兵
一
〇
〇
〇
人
の
援
助
を
再
度

　
　
　
　
　
　

確
認
し
た
。

　
九
八
年
の
帝
国
議
会
は
、
脅
威
を
増
す
ト
ル
コ
軍
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
、

シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン

の
五
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
予
備
軍
の
召
集
を
決
定
し
、
そ
の
詳
細
を
審
議
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
に
お
い
て
帝
国
ク
ラ
イ
ス
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
提
供
す
べ
き
割
当
は
騎
兵
七
六

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

九
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
予
備
軍
は
結
局
の
と
こ
ろ
実
現
し
て
お
ら
ず
、
実
際
に

ど
れ
ほ
ど
機
能
し
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
W
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
は
、
こ

の
決
定
を
通
じ
て
帝
国
ク
ラ
イ
ス
が
一
七
～
一
八
世
紀
の
ク
ラ
イ
ス
連
合
を
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

さ
せ
る
重
要
な
基
礎
と
な
っ
た
と
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
対
ト
ル
コ
戦
争
に
お
け
る
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
は
、
ク
ラ
イ

ス
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
義
を
有
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
六
世
紀
末
の
対
ト
ル
コ

戦
争
援
助
問
題
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
は
対
外
防
衛
に
対
し
て
も
有
効
に
機
能
す
る
こ

と
を
示
し
た
。
皇
帝
は
従
来
の
よ
う
に
帝
国
議
会
で
は
な
く
、
直
接
ク
ラ
イ
ス
に

援
助
を
要
請
す
る
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
な
援
助
を
期
待
し
、
実
際
に
あ
る
程
度
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
シ
ュ
ル
ツ
ェ
は
、
こ
の
対
ト
ル
コ

を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
が
ク
ラ
イ
ス
調
度
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
極
め
て
高
く
評

　
　
　
　
　
ロ
　

価
し
て
い
る
。
し
か
し
ギ
ッ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ル
ツ
ェ
の
評
価
に
は
無
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
ギ
ッ
テ
ル
は
、
皇
帝
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が
迅
速
な
援
助
を
期
待
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ス
で
審
議
さ
れ
て
か
ら

実
際
に
戦
場
へ
と
派
遣
さ
れ
る
ま
で
数
ヶ
月
を
要
し
た
こ
と
、
そ
し
て
宗
派
対
立

が
帝
国
議
会
の
機
能
を
奪
わ
な
け
れ
ば
、
従
来
の
方
式
が
よ
り
効
果
的
で
あ
っ
た

こ
と
、
皇
帝
軍
側
に
も
指
令
系
統
に
お
い
て
不
備
が
あ
り
、
ク
ラ
イ
ス
軍
動
員
の

た
め
の
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
欠
け
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
確
か
に
、
ク

ラ
イ
ス
の
対
外
防
衛
へ
の
関
与
が
、
無
条
件
に
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
成
長
・
発
展
へ

と
直
結
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
ク
ラ
イ
ス
が
皇
帝
の
単
な
る
租
税
・
軍
事

的
管
区
と
な
る
リ
ス
ク
を
も
伴
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
一
五
九
五
年
や
九

七
年
の
よ
う
に
、
対
ト
ル
コ
援
助
の
特
別
性
を
強
調
し
、
皇
帝
の
要
請
よ
り
も
少

な
い
規
模
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ク
ラ
イ
ス
は
帝
国
の
平
和
維
持
に
お
い
て
重
要

な
機
関
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
大
族
た
ち
も
ま
た
、

皇
帝
の
要
請
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
援
助
の
規
模
や
条
件
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
イ
ス
の
自
立
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
対

皇
帝
政
策
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
こ
の
後
の
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
発
展
に
と
っ
て

重
要
な
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
三
）
三
十
年
戦
争

　
次
に
、
三
十
年
戦
争
期
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
基
本
的

姿
勢
を
み
て
い
こ
う
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
、
と
く
に
「
六
二
五

年
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
四
世
の
参
入
に
端
を
発
す
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ね

セ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
の
開
始
か
ら
、
一
六
二
九
年
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
講
和
に

よ
り
デ
ン
マ
ー
ク
の
戦
争
か
ら
の
撤
退
が
決
ま
る
ま
で
の
問
、
一
時
的
に
当
事
者

と
し
て
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
こ
の
時
期
の
二
…
ダ
：
ザ

ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
経
過
を
整
理
し
よ
う
。

　
三
十
年
戦
争
期
に
お
け
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
基
本
姿
勢
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

し
て
い
る
の
が
、
一
六
一
二
年
五
月
一
日
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
で
あ
る
。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
諸
侯
が
大
多
数
を
占
め
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い

て
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
問
題
の
解
決
、
リ
ガ
軍
の
撤
退
、
そ
し
て
何
よ
り
も
改
革
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

修
道
院
の
保
護
が
、
皇
帝
と
等
族
と
の
間
で
重
要
な
争
点
で
あ
っ
た
。
皇
帝
が
こ

れ
ら
の
要
求
に
応
じ
る
な
ら
ば
、
ク
ラ
イ
ス
は
一
二
単
位
の
特
別
援
助
を
皇
帝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

提
供
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ス
等
族
は
、
こ
れ
と
は
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に
九
単
位
の
援
助
を
専
ら
防
衛
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
態
度
が
、
ク
ラ
イ
ス
政
策
の
根
幹
を
な
す
「
武
装
中
立
」
で
あ
る
。

　
こ
の
「
武
装
中
立
」
の
下
、
二
三
年
に
当
時
プ
フ
ァ
ル
ツ
派
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル

ト
伯
と
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
軍
が
ク
ラ
イ
ス
内
に
侵

　
　
　
　
　
　
　
　

攻
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
に
対
し
テ
ィ
リ
ー
の
軍
勢
も
進
軍
し
て
き
た
こ

と
で
、
ク
ラ
イ
ス
周
辺
は
に
わ
か
に
危
険
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。
こ
の
た
め
に
、

一
月
の
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
で
は
、
即
座
に
ク
ラ
イ
ス
軍
の
徴
募
が
決
定
さ
れ
、

さ
ら
に
長
官
の
ツ
ェ
レ
大
公
と
補
佐
官
の
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
が
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

兵
五
〇
〇
人
、
歩
兵
二
〇
〇
〇
人
の
規
模
で
徴
募
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
こ
で
決
定
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
軍
の
動
員
に
つ
い
て
は
、
次
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
で

審
議
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
召
集
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
は
皇
帝
と
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

対
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
む
し
ろ
皇
帝
へ
の
恭
順
を
示
す
道
を
選
ん
だ
。

さ
ら
に
ク
ラ
イ
ス
の
「
武
装
中
立
」
は
決
し
て
皇
帝
と
帝
国
か
ら
の
分
離
で
は
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
態
度
を
帝
国
法
の
枠
組
で
正
当
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
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こ
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
は
一
四
単
位
の
援
助
が
承
認
さ
れ
、
実
際
に
動
員
さ
れ
た

規
模
と
し
て
は
先
に
例
が
な
い
ほ
ど
大
規
模
で
あ
り
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
が
い
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

高
い
レ
ベ
ル
で
危
険
を
認
識
し
て
い
た
の
か
が
う
か
が
え
る
。
ク
ラ
イ
ス
偉
業
の

意
図
か
ら
す
れ
ば
、
強
大
な
皇
帝
軍
と
の
敵
対
を
な
ん
と
し
て
も
回
避
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
も
、
自
軍
を
ク
ラ
イ
ス
か
ら
撤
退

さ
せ
、
さ
ら
に
自
ら
の
司
教
領
と
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
家
の
所
領
を
考
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

て
、
二
三
年
七
月
一
八
日
に
司
教
位
を
放
棄
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
ク
ラ
イ
ス
内
に
お
け
る
直
接
の
危
機
は
さ
し
あ
た
り
回
避
さ
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
ク
ラ
イ
ス
内
に
留
ま
る
皇
帝
軍
と
の
交
渉
が
残
っ
て
お
り
、
交
渉
の

最
大
の
争
点
は
、
ク
ラ
イ
ス
内
の
改
革
派
修
道
院
の
保
護
と
ク
ラ
イ
ス
軍
の
解
散
、

そ
し
て
皇
帝
軍
の
撤
退
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
先
に
な
さ
れ
る
べ
き
か
が
問
題
で
あ
っ

た
。
二
四
年
二
～
三
月
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
は
、
テ
ィ
リ
ー
軍
と
の
対
立
は
非
現

実
的
で
あ
り
、
ク
ラ
イ
ス
軍
を
解
散
す
る
こ
と
が
審
議
さ
れ
、
さ
ら
に
同
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ツ
ェ
レ
大
公
が
ク
ラ
イ
ス
長
官
を
辞
任
し
て
い
る
。
こ
の
辞
任
は
、
こ
の
時
点
で

ク
ラ
イ
ス
軍
が
機
能
す
る
た
め
の
体
制
が
も
は
や
整
っ
て
お
ら
ず
、
完
全
に
軍
事

的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
す
な
わ
ち
「
武
装
中
立
」

が
も
は
や
維
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
二
五
年
、
ツ
ェ
レ
大
公
の
後
任
に
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
大
公
と
し

て
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
四
世
が
ク
ラ
イ
ス
長
官
に
就
任
し
た
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

ク
ラ
イ
ス
政
策
が
急
転
し
た
。
彼
の
軍
事
力
の
下
で
再
度
ク
ラ
イ
ス
の
武
装
が
図

ら
れ
、
さ
ら
に
当
時
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
帝
国
外
の
福
音
派
勢
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
保
護
を
拠
り
所
と
し
て
い
た
。
五
月
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
で

は
、
九
単
位
の
援
助
が
無
期
限
で
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
デ
ン
マ
ー
ク
王
が
全
て
徴

募
し
、
吾
等
族
が
後
か
ら
貨
幣
で
支
払
う
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
な
お
、
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ラ
イ
ス
軍
の
指
揮
権
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
に
委
ね
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
ク
ラ
イ

ス
軍
は
皇
帝
に
敵
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
純
粋
に
防
衛
目
的
で
あ
る

こ
と
が
こ
こ
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
デ
ン
マ
ー
ク
保
護
下
の
ク
ラ
イ
ス
再
武
装
は
、
い
か
に
防
衛
目
的

と
い
う
性
格
を
帯
び
た
に
し
て
も
、
皇
帝
勢
力
と
の
対
立
と
い
う
危
険
を
孕
み
、

あ
る
い
は
ク
ラ
イ
ス
内
の
反
対
派
と
の
協
力
と
い
う
点
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
問
題

を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
以
降
も
、
ク
ラ
イ
ス
側
と
皇
帝
側
と
の

交
渉
が
続
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
歩
み
よ
り
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

ク
ラ
イ
ス
等
族
の
中
に
は
今
後
も
「
武
装
中
立
」
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
者
も
い

た
。
こ
の
戦
争
の
帰
結
は
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
時
期
の

「
武
装
中
立
」
が
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
ク
ラ
イ
ス

は
従
来
の
権
限
を
は
る
か
に
越
え
て
機
能
し
た
の
で
あ
り
、
帝
国
の
中
で
あ
る
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

度
自
立
し
た
組
織
と
し
て
立
ち
現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、

ク
ラ
イ
ス
等
族
が
決
し
て
皇
帝
と
敵
対
し
、
帝
国
か
ら
分
離
し
な
か
っ
た
こ
と
も

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
点
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
ク
ラ
イ
ス
が
帝
国
と
い
う
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

組
を
超
え
て
は
発
展
し
得
な
か
っ
た
ひ
と
つ
の
限
界
を
も
ま
た
示
し
て
い
る
。
他

方
こ
の
時
期
の
ク
ラ
イ
ス
は
、
帝
国
外
の
勢
力
に
対
し
て
も
あ
る
可
能
性
を
開
い

た
。
す
な
わ
ち
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
が
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
を
媒
介
と

し
て
帝
国
に
お
け
る
行
動
の
基
盤
を
得
た
こ
と
は
、
後
の
時
代
に
と
っ
て
決
定
的

　
　
　
　
　
　
　
　

に
重
要
で
あ
る
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

が
、
ク
ラ
イ
ス
を
対
帝
国
政
策
に
用
い
る
こ
と
と
な
る
。
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註
（
1
）
帝
国
執
行
令
以
後
、
初
の
帝
国
レ
ベ
ル
で
の
う
ン
ト
フ
リ
ー
デ
侵
犯
事
件
で

　
あ
っ
た
の
は
、
グ
ル
ン
バ
ッ
ハ
事
件
で
あ
る
。
グ
ル
ン
バ
ッ
ハ
に
対
す
る
執
行

　
の
た
め
に
、
一
五
六
六
年
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
議
会
で
の
最
終
決
定
に
お
い

　
て
、
事
件
発
生
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
加
え
て
、
オ
ー
バ
ー
ザ

　
ク
セ
ン
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
ー
ー
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

　
の
各
ク
ラ
イ
ス
に
、
グ
ル
ン
バ
ッ
ハ
に
宣
告
さ
れ
た
帝
国
ア
ハ
ト
の
執
行
を
委

　
任
し
、
一
五
六
七
年
四
月
に
上
記
の
四
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
執
行
は
完
了
し
た
。

　
こ
の
グ
ル
ン
バ
ッ
ハ
事
件
は
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
が
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
と
帝

　
国
執
行
令
の
実
施
と
い
う
点
に
お
い
て
、
有
効
に
機
能
し
得
る
こ
と
を
実
践
に

　
お
い
て
証
明
し
た
事
件
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ン
バ
ッ
ハ
事
件
の
詳

　
し
い
背
景
・
経
過
に
つ
い
て
は
、
山
本
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
頁
以
下
お
よ
び
、

　
河
野
淳
、
「
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
ニ
世
の
内
政
と
外
政
ー
グ
ル
ン
バ
ッ
ハ
事
件

　
と
対
ト
ル
コ
戦
争
を
巡
っ
て
（
一
五
六
四
～
一
五
六
七
年
置
」
（
『
西
洋
史
論
叢
』

　
二
一
、
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
九
～
二
一
頁
。

（
2
）
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
評
講
弊
貴
賎
寄
Φ
諾
羅
瀞
」
と
は
、
対
ト
ル
コ
戦
争
の
た
め

　
に
通
常
帝
国
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
て
き
た
帝
国
援
助
男
①
ざ
冨
臨
密
を
補
う

　
方
式
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
帝
国
議
会
の
承
認
を
待
っ
て
調

　
達
さ
れ
た
帝
国
援
助
と
異
な
り
、
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
は
皇
帝
が
直
接
ク
ラ

　
イ
ス
に
対
し
て
援
助
を
要
請
し
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
も
の

　
で
あ
り
、
対
ト
ル
コ
戦
争
の
援
助
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
　
一
六
世
紀
に
お
け
る
帝
国
援
助
に
関
し
て
、
山
本
、
前
掲
書
、
と
く
に
九
八
～

　
一
一
六
頁
。
ま
た
一
六
世
紀
末
対
ト
ル
コ
戦
争
に
つ
い
て
、
渋
谷
氏
は
皇
帝
顧

　
問
官
の
ひ
と
つ
で
あ
る
帝
国
収
税
長
官
を
媒
介
と
し
て
帝
国
ク
ラ
イ
ス
が
戦
争

　
に
動
員
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
渋
谷
、
前
掲
書
、
八
九
～

　
一
〇
七
頁
を
参
照
。

（
3
）
こ
の
一
六
世
紀
末
対
ト
ル
コ
防
衛
問
題
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
、
前
掲
書
の
ほ

　
か
に
、
≦
。
Q
。
o
ぽ
島
N
ρ
習
魚
蝕
露
傷
同
貯
冨
昌
α
q
o
蓼
冊
冨
の
愚
8
臣
一
ひ
・
向
ぎ
静
色
鳥
。
鼻

　
鼠
露
尺
玉
6
刈
。
。
．
山
本
、
前
掲
書
、
二
一
一
～
二
一
六
頁
を
参
照
。

（
4
）
O
蜀
辞
p
p
O
こ
。
。
．
ゆ
P
山
本
、
前
掲
書
、
二
一
二
頁
、
渋
谷
、
前
掲
書
、

　
九
九
頁
以
下
。

（
5
）
男
茎
堕
Q
。
」
ゆ
㍑

（
6
）
団
げ
野
。
。
■
お
O
．

（
7
）
団
げ
ら
”
Q
。
■
δ
鍵

（
8
）
矧
げ
9
Q
。
．
δ
P
・

（
9
）
団
げ
鮮
り
Q
。
ね
。
い
．

（
1
0
）
団
げ
餅
w
Q
。
。
δ
α
．
山
本
、
前
掲
書
、
二
一
四
頁
以
下
。

（
1
1
）
二
；
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
代
表
者
に
託
さ
れ
た
訓
令
に
よ
れ
ば
、

　
こ
の
予
備
軍
が
実
際
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
緊
急
時
に
全
て
の
援
助
が
消
費
さ

　
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
限
り
、
そ
し
て
全
一
〇
ク
ラ
イ
ス
に
よ
り
こ
の
費
用
が

　
調
達
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
団
げ
ゆ
Ψ
Q
。
．
一
〇
ひ
沸

（
1
2
）
≦
’
Q
。
。
冨
四
N
P
鉾
鉾
ρ
Q
。
謡
。
。
・
山
本
、
前
掲
書
、
二
一
五
頁
。
一
七
世
紀

　
に
至
っ
て
も
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
一
六
〇
一
、
〇
二
、
〇
五
、

　
〇
六
年
目
そ
れ
ぞ
れ
一
四
単
位
の
援
助
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
要
請

　
か
ら
、
皇
帝
は
「
特
別
ク
ラ
イ
ス
援
助
」
の
常
設
化
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
が

　
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
二
一
、
二
二
、
二
四
年
に
も
皇
帝
は
ク
ラ
イ
ス
か
ら
帝

　
国
税
を
徴
収
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
Q
葺
無
連
言
O
G
Q
。
．
お
。
。
獅

（
1
3
）
Q
。
。
冨
剛
N
P
P
P
O
‘
Q
。
■
ち
。
。
跨

（
1
4
）
O
騨
。
剖
P
鉾
O
‘
。
。
■
躍
O
噸

（
1
5
）
三
十
年
戦
争
は
、
宗
派
的
対
立
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
諸
々
の
利
害
が
錯
綜

　
す
る
国
際
戦
争
へ
と
発
展
し
た
が
、
こ
の
戦
争
を
理
解
す
る
際
、
四
つ
の
時
期

　
に
区
分
し
て
検
討
す
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、

　
べ
ー
メ
ン
蜂
起
か
ら
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
選
帝
侯
位
獲
得
ま

　
で
、
べ
ー
メ
ン
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
問
題
を
中
心
と
し
た
時
期
（
＝
ハ
一
八
～
二
三

　
年
）
、
第
二
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
の
参
入
か
ら
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
講
和
ま
で
の
二
一

　
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
の
時
期
（
一
六
二
五
～
二
九
年
）
、
第
三
に
、

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
の
参
戦
か
ら
プ
ラ
ハ
の
和
約
ま
で
の

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
の
時
期
（
一
六
三
〇
～
三
五
年
）
、
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
参
戦

一39一
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か
ら
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
締
結
ま
で
の
時
期
（
一
六
三
五
～
四
八
年
）

　
で
あ
る
。
三
十
年
戦
争
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
竃
陶
α
q
o
戸
P
鉾
O
噸
山
本
、
前
掲

　
書
、
二
一
六
～
二
二
〇
頁
、
明
石
欽
司
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
研
究

　
（
］
）
～
（
六
）
」
（
『
法
と
行
政
』
三
－
一
～
六
－
二
、
　
一
九
九
二
～
九
六
年
）
、

　
序
章
註
（
1
5
）
を
参
照
。

（
1
6
）
O
彗
。
回
Ψ
即
斜
0
9
“
Q
。
温
ω
◎
な
お
、
三
十
年
戦
争
の
第
一
期
に
当
た
る
一
六
一

　
九
年
に
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
独
自
の
武
装
を
決
定
し
、
ウ
ニ

　
オ
ン
軍
に
参
加
し
な
い
中
立
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
竃
薗
σ
。
。
炉
P
P
O
‘

　
o
o
瞬
ω
華

（
1
7
）
O
彗
。
㌍
P
P
ρ
Q
。
．
一
ω
驚

（
1
8
）
団
葺

（
！
9
）
こ
の
二
四
年
の
特
別
援
助
は
、
対
ト
ル
コ
戦
争
の
た
め
の
援
助
を
名
目
と
し

　
て
い
た
が
、
ギ
ッ
テ
ル
に
よ
れ
ば
、
目
下
の
戦
争
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ス
が
ど
の

　
派
に
与
す
る
か
を
計
ろ
う
と
す
る
皇
帝
側
の
策
略
で
あ
る
と
い
う
。
下
げ
餅
曽

　
ω
」
O
P

（
2
0
）
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
、
一
六
〇
四
～
一
四
年
の

　
間
ク
ラ
イ
ス
長
官
を
務
め
た
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

　
ユ
リ
ウ
ス
の
息
子
で
あ
る
。

（
2
1
）
団
げ
島
‘
Q
。
’
回
ω
P

（
2
2
）
団
竃
■

（
2
3
）
団
げ
島
‘
Q
。
．
器
O
．

（
2
4
）
団
げ
島
這
。
。
・
器
ω
●

（
2
5
）
団
げ
分
ω
・
一
ミ
．

（
2
6
）
た
だ
し
、
当
初
は
彼
で
な
く
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
大
公
フ
リ
ー
ド
リ

　
ヒ
・
ウ
ル
リ
ヒ
が
長
官
に
指
名
さ
れ
た
。
し
か
し
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
ル
リ
ヒ

　
が
就
任
を
拒
否
し
た
た
め
に
再
度
選
出
が
行
わ
れ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
選
ば

　
れ
て
い
る
Q
団
げ
陣
曽
ω
．
器
。
。
．

（
2
7
）
団
げ
鮮

（
2
8
）
団
げ
倉
Q
。
■
回
亀
■

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
！
）

函
ぴ
島
●
Q
Q
●
ぴ
◎
◎
．

　
　
鴇

団
げ
傘

寓
帥
α
Q
①
戸
忌
月
O
」
Q
。
ム
ω
認

三

唱
六
四
八
～
　
六
八
二
年
に
お
け
る
農
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・

ク
ラ
イ
ス

　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
は
、
多
く
の
点
で
旧
来
か
ら
の
平
和
維
持
・
回
復

に
主
眼
を
置
く
秩
序
体
制
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
も
ま
た
、
「
帝
国
ク
ラ
イ
ス
の
再
編
」
（
粥
O
第
八
条
第
三
項
）
が
次
の
帝

国
議
会
で
審
議
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
い
く
つ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　

取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
四
八
年
以
後
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス

に
お
い
て
も
、
ま
ず
ク
ラ
イ
ス
レ
ベ
ル
で
の
再
安
定
化
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の

問
題
は
ク
ラ
イ
ス
の
軍
事
体
制
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本

節
で
は
、
こ
の
ク
ラ
イ
ス
軍
制
の
成
立
過
程
を
確
認
し
、
そ
の
体
制
の
下
で
、
実

際
の
戦
時
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
の
対
応
を
み
て
い
ぎ
だ
い
。

　
（
　
）
ク
ラ
イ
ス
軍
制
の
成
立

　
ク
ラ
イ
ス
軍
制
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
一
六
五
二
年
＝
月
の
ク
ラ
イ
ス
会

議
で
あ
る
。
当
初
こ
の
会
議
で
は
、
中
小
等
身
と
有
力
等
速
の
間
で
対
立
が
あ
っ

た
。
と
く
に
中
小
三
族
は
、
新
軍
制
に
伴
う
財
政
上
の
過
大
な
負
担
と
、
対
外
戦

争
へ
の
対
応
は
本
来
帝
国
議
会
の
管
轄
で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
挙
げ
、
こ
の
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
こ
の
会
議
に
お
い
て
は
、
新
軍
制
を
認
め
る
方

向
で
審
議
が
進
み
、
＝
月
七
日
付
で
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
が
公
布
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
ク
ラ
イ
ス
軍
あ
る
い
は
そ
の
た
あ
の
租
税
は
す
ぐ
に
徴
収

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
等
族
も
自
身
に
割
り
当
て
ら
れ
た
軍
を
将
校
と
と
も

に
常
に
待
機
さ
せ
て
お
く
べ
き
こ
と
、
第
二
に
軍
の
徴
募
、
糧
食
、
そ
の
他
維
持

に
関
し
て
は
各
自
が
引
き
受
け
る
べ
き
こ
と
、
第
三
に
平
等
族
は
自
身
の
割
当
分

の
状
況
を
記
し
た
報
告
書
を
翌
年
三
月
一
日
ま
で
に
ク
ラ
イ
ス
の
高
級
官
職
者
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

て
に
送
付
す
べ
き
こ
と
、
最
後
に
兵
員
の
た
め
に
三
単
位
、
将
校
の
た
め
に
一
単

位
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
、
合
計
四
単
位
の
援
助
額
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
し

て
さ
ら
な
る
詳
細
に
関
し
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
高
級
官
職
者
と
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項

担
当
諸
侯
が
審
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
最
終
決
定
に
は
、
軍
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　

体
的
編
成
を
示
し
た
具
申
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
全
体
と
し
て
、
二
〇
〇
人

か
ら
な
る
歩
兵
中
隊
が
一
五
中
隊
（
三
〇
〇
〇
人
）
、
］
O
O
人
の
騎
兵
中
隊
が

同
じ
く
一
五
中
隊
（
一
五
〇
〇
人
）
で
合
計
四
五
〇
〇
人
の
ク
ラ
イ
ス
軍
が
編
成

さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
歩
兵
中
隊
と
騎
兵
中
隊
そ
れ
ぞ
れ
二
隊
ず
つ
が
選

ば
れ
、
こ
れ
ら
計
四
隊
が
連
隊
本
部
を
形
成
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
誰
が
将
校

に
任
命
さ
れ
る
か
な
ど
具
体
的
な
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
が
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
軍
の
基
本
的
体
制
で
あ
る
。
こ
れ
は

未
だ
机
上
の
空
論
の
域
を
脱
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も
理
論

的
に
は
、
対
外
戦
争
の
た
め
に
ク
ラ
イ
ス
軍
と
い
う
形
式
で
動
員
さ
れ
る
こ
と
が

等
族
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た

だ
し
、
最
終
決
定
の
中
で
義
務
付
け
ら
れ
た
報
告
書
の
送
付
が
各
等
族
に
よ
っ
て

貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
が
ど
れ
ほ
ど
の
拘
束
力

を
も
ち
得
た
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

　
次
に
、
五
四
年
一
〇
～
一
二
月
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
、
同
年
に
交
付
さ
れ
た

「
最
後
の
帝
国
最
終
決
定
」
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
各
ク
ラ
イ
ス
の
内
部
組
織
を

再
編
す
る
た
め
に
召
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
会
議
に
お
い
て
は
五
二
年
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
に
関
し
て
再
び
審

議
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
回
定
め
ら
れ
た
援
助
額
を
一
～
二
単
位
に

ま
で
引
き
下
げ
、
同
時
に
、
援
助
の
要
求
も
実
際
の
危
機
が
生
じ
た
あ
と
で
な
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

れ
る
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
当
初
か
ら
三
単
位
の
援
助
を
主
張

し
て
き
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
も
、
二
単
位
と
い
う
援
助
額
の
上
限
設
定
に

譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
三
単
位
に
固
執
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ク
ラ
イ
ス
軍
制
の
成
立
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
は
彼

ら
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
審
議
に
お
い
て
は
、
有
力
等

族
と
中
小
等
族
間
で
対
立
が
み
ら
れ
た
。
中
小
面
壁
は
、
「
ク
ラ
イ
ス
内
に
」
差

し
迫
っ
た
危
機
が
現
実
と
し
て
生
じ
て
か
ら
軍
隊
が
編
成
さ
れ
る
べ
き
で
、
い
わ

ば
「
仮
想
の
敵
」
に
対
す
る
ク
ラ
イ
ス
軍
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
強
調
す
べ
き
こ
と
は
、
「
常
設
の
ク
ラ
イ
ス
軍
巳
回
。
ω

需
超
。
欝
器
畠
2
置
が
す
で
に
理
念
的
に
は
っ
き
り
と
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う

　
　
　
　
ロ
だ
　

こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
本
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
交
付
さ
れ
た
最
終
決
定
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ク
ラ
イ
ス
軍
制
に
関
す
る
取
り
決
め
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
ど
の
等

族
も
自
身
の
割
当
分
を
用
意
し
高
級
官
職
者
の
要
請
に
基
づ
い
て
出
兵
さ
せ
る
よ

う
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
三
ヶ
月
以
内
に
ク
ラ
イ
ス
長
官
に
対
し
て

軍
と
将
校
の
準
備
が
整
っ
た
旨
を
報
告
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
軍
制
の
詳
細
は
ク

41
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ラ
イ
ス
最
終
決
定
に
付
録
と
し
て
添
付
さ
れ
、
最
終
決
定
と
同
様
に
従
う
べ
き
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

と
、
そ
し
て
第
四
に
、
帝
国
執
行
令
と
「
最
後
の
帝
国
最
終
決
定
」
に
よ
り
、
等

族
は
そ
の
雲
隠
等
族
、
市
民
、
臣
民
に
対
し
て
租
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
は
自
身
の
武
装
能
力
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
ク
ラ
イ
ス
軍
に
ま
と
ま
る
形
で
自
身
の
能
力
を
超
え
る
軍
を
手

に
入
れ
る
と
い
う
可
能
性
を
得
た
の
で
あ
り
、
実
際
の
有
効
性
は
別
と
し
て
、
ク

ラ
イ
ス
薫
製
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
五
四
年
夏
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
は
、
理
論
上
で
は
「
常

設
の
ク
ラ
イ
ス
軍
」
に
根
拠
を
与
え
、
紙
上
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
は
今
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
ビ

「
武
装
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
付
け
加
え
る

べ
き
は
、
何
を
も
っ
て
戦
争
の
騒
擾
と
す
る
か
に
関
し
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

イ
ク
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
な
ん
ら
か
の
話
し
合
い
を
も
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
六
五
四
年
の
軍
制
を
志
向
し
た
の
は
有
力
等
族
の
側
で
あ

り
、
ク
ラ
イ
ス
軍
を
積
極
的
に
自
身
の
政
策
に
用
い
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
の
ク
ラ
イ
ス
軍
が
実
際
に
ど
の
程
度
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て

運
用
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
二
）
第
｛
次
北
方
戦
争
（
一
六
五
五
～
六
〇
年
）

　
次
に
、
以
上
の
よ
う
な
体
制
の
下
で
、
実
際
の
戦
争
に
対
し
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
、
二
つ
の
戦
争
を
例
に
み
て
い
こ
う
。

は
じ
め
に
、
第
一
次
北
方
戦
争
は
、
一
般
的
に
は
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
方
の
覇
権
、

特
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
宗
主
権
を
あ
ぐ
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

生
じ
た
戦
争
を
発
端
と
す
る
国
際
戦
争
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
く
に
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
二
ー
ダ
…
ザ
ク
セ

ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
直
接
こ
の
戦
争
に
関
わ
る
の
が
、
…
六
五
六
～
五
七
年
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
で
あ
る
。
五
七
年
五
月
に
デ
ン
マ
ー
ク
が
こ
の
戦
争
に

介
入
し
た
際
、
ま
さ
に
ク
ラ
イ
ス
が
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
後
最
初
の
戦
争

の
舞
台
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
デ
ン
マ
ー
ク
軍
が
ブ
レ
ー
メ
ン
、
ヴ
ェ
ル
デ
ン
両
大
公
領
に
進
軍
す
る
。

こ
こ
で
デ
ン
マ
ー
ク
軍
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
前
に
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

ブ
レ
ー
マ
ー
フ
ェ
ル
デ
の
要
塞
だ
け
は
デ
ン
マ
ー
ク
側
の
手
に
あ
り
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

な
状
況
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ク
ラ
イ
ス
に
対
し
協
力
要
請
を
し
て
い
る
。
こ
の
要

請
に
対
し
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
は
、
自
身
の
所
領
の
地
理
的
状
況
を
考
え
る

と
、
ク
ラ
イ
ス
内
で
戦
闘
が
生
じ
た
場
合
、
自
身
の
所
領
に
大
き
な
損
害
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
そ
の
後
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
プ
レ
ー
マ
！
フ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

ル
デ
へ
の
進
軍
は
先
送
り
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
ス
内
の
平
和

の
実
現
が
、
ク
ラ
イ
ス
軍
の
潜
在
的
要
請
に
よ
っ
て
逆
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ス
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
「
超
国
家
的
」
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

へ
の
介
入
は
過
大
な
要
求
な
の
で
あ
っ
た
。

　
五
七
年
一
〇
月
の
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
で
は
最
終
的
に
、
可
能
な
限
り
戦
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

介
入
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
に
は
デ
ン
マ
ー

ク
王
に
対
し
て
使
節
が
派
遣
さ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
が
同
地
の
解
放
と
平
和
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

の
た
め
に
態
度
決
定
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
ウ
ェ
…
デ
ン
軍
の

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
進
撃
の
知
ら
せ
が
届
き
、
戦
闘
が
開
始
さ
れ
る
と
、
も
は
や
こ

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
両
国
の
軍
事
力
と
比
べ
て
脆
弱
な
ク
ラ
イ
ス
軍
を
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

入
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
軍
の
解
散
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
等
族
の
使
節
は
ス
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ウ
ェ
ー
デ
ン
に
対
し
て
も
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
平
和
交
渉
を
要
請
し
て
い
る
。
一
方

デ
ン
マ
ー
ク
側
は
同
地
の
解
放
に
関
わ
る
明
確
な
態
度
を
示
さ
な
い
ま
ま
交
渉
の

申
請
に
対
す
る
返
答
を
行
っ
た
の
み
で
、
こ
の
時
点
で
の
解
放
を
事
実
上
拒
否
し

て
い
る
。

　
結
局
、
こ
の
戦
争
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ス
軍
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の

戦
争
に
終
わ
り
を
も
た
ら
し
た
の
は
ク
ラ
イ
ス
軍
で
は
な
く
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
連
合
軍
で
あ
っ
た
。
今
回
の
戦
争
は
、
ク
ラ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

軍
制
の
二
律
背
反
的
機
能
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
有
力
蟹
族
に

よ
る
ク
ラ
イ
ス
援
助
の
要
求
は
、
本
来
平
和
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
は
ず
の
ク
ラ

イ
ス
が
、
国
際
的
戦
争
へ
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
危
険
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味

し
た
。
他
方
で
ク
ラ
イ
ス
は
、
中
立
政
策
を
堅
持
す
る
こ
と
で
等
族
の
安
全
を
保

護
し
、
ま
た
有
力
等
族
に
対
し
て
も
、
軍
事
面
で
財
政
的
支
援
の
可
能
性
を
与
え

た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
戦
争
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
こ
う
し
た
ク
ラ
イ
ス

の
新
た
な
機
能
性
の
中
で
、
ク
ラ
イ
ス
の
中
立
政
策
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
は
強
調

す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
三
）
対
ト
ル
コ
戦
争
（
一
六
六
二
～
六
四
年
）

　
次
に
、
一
六
六
二
～
六
四
年
の
対
ト
ル
コ
戦
争
に
お
け
る
帝
国
軍
の
編
成
・
派

遣
方
式
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
さ
ら
に
は
一
六
五
八
年
に
成
立
し
た
第
一
次
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

ン
同
盟
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
審

議
・
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
確
認
し
よ
う
。

　
今
回
の
対
ト
ル
コ
問
題
は
、
ま
ず
六
三
年
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て

い
る
。
審
議
に
お
い
て
は
帝
国
軍
の
編
成
・
派
遣
方
式
を
め
ぐ
っ
て
、
ラ
イ
ン
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

盟
参
加
諸
侯
と
非
参
加
諸
侯
と
の
間
で
対
立
が
見
ら
れ
た
が
、
対
ト
ル
コ
の
軍
事

援
助
は
次
第
に
帝
国
ク
ラ
イ
ス
を
単
位
と
す
る
帝
国
軍
の
編
成
方
式
で
明
確
化
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
盟
参
加
諸
侯
は
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
編
成
方
式
を
拒

否
し
、
そ
れ
ゆ
え
対
ト
ル
コ
援
助
は
ラ
イ
ン
同
盟
の
派
遣
軍
と
ク
ラ
イ
ス
単
位
で

編
成
さ
れ
る
帝
国
軍
と
い
う
、
二
つ
の
方
式
に
分
裂
し
た
ま
ま
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
帝
国
議
会
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ご
と
の
割
当
分
の
編
成
・
派
遣
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
開
催
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
対
応
し
て
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
も
審
議
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
、
帝
国
議
会
と
平
行
し
て
開
催

さ
れ
た
六
三
年
一
二
月
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
対
ト
ル
コ
援
助
問
題
が
審
議

さ
れ
て
い
る
。
審
議
に
際
し
て
は
大
き
く
二
つ
の
争
点
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
割
当
額
に
つ
い
て
、
六
単
位
の
援
助
と
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
単
位
分
が
そ
の
付
帯
費
用
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
が
す
で
に
ラ
イ
ン
同
盟
と
し

て
軍
を
派
遣
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
さ
ら
に
援
助
を
提
供
す
る
用
意
が
な
か
っ
た

点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
帝
国
議
会
と
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
へ
と
先
送

り
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ス
軍
制
の
未
決
事
項
や
帝
国
軍
へ
の
派
遣
方
式
と
と
も
に
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
Q

　
六
四
年
三
月
の
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
に
お
い
て
も
、
同
盟
参
加
諸
侯
と
非
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

諸
侯
間
の
意
見
の
相
違
は
解
決
さ
れ
ず
、
こ
の
問
題
は
帝
国
議
会
に
委
ね
ら
れ
た
。

今
回
の
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
で
は
少
な
く
と
も
将
校
、
軍
の
査
閲
や
移
動
と
い
っ

た
細
部
に
関
し
て
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
追
送
さ
れ
る
べ
き
割
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当
芋
に
関
し
て
は
、
俸
給
や
糧
食
が
規
定
ど
お
り
支
給
さ
れ
な
い
な
ど
多
く
の
欠

　
　
　
　
　
の
　

陥
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
に
限
ら
ず
、
た
い
て
い
の
ク
ラ
イ
ス

に
お
い
て
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
ラ
イ
ン
同
盟
の
関
係
か
ら
帝
国

軍
は
当
初
よ
り
も
少
な
い
規
模
で
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
多

く
の
欠
陥
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
国
軍
は
六
四
年
八
月
一
日
に
勝
利
を
収
め
て
い

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
内
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
ン
同
盟
に
参
加
し
た
諸
侯
と

非
参
加
等
族
と
の
間
に
は
、
兵
の
派
遣
方
式
を
あ
ぐ
る
相
違
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

そ
の
ま
ま
当
時
の
帝
国
レ
ベ
ル
で
の
政
治
体
制
の
あ
り
方
に
関
わ
る
問
題
を
明
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
今
回
の
対
ト
ル
コ
援
助
に
際
し
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
単

位
の
帝
国
軍
と
ラ
イ
ン
同
盟
の
派
遣
軍
と
い
う
二
つ
の
形
態
に
分
裂
し
た
ま
ま
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
ク
ラ
イ
ス
は
事
実
上
分
裂
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。　

以
上
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
後
に
お
け
る
二
つ
の
対
外
戦
争

の
危
機
の
中
で
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
い
か
に
機
能
し
た
の
か
確

認
し
て
き
た
。
両
者
の
間
に
は
、
あ
る
明
確
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
次
北
方
戦
争
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
内
が
戦
場
と
な
り
得
る
場
合
、
ク
ラ
イ

ス
は
で
き
る
限
り
中
立
政
策
を
採
ろ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
対
ト
ル
コ
戦
争
の
よ

う
に
同
じ
対
外
戦
争
で
あ
っ
て
も
ク
ラ
イ
ス
が
戦
場
と
な
ら
ず
、
そ
の
う
え
事
前

に
帝
国
議
会
の
決
定
に
よ
っ
て
軍
の
派
遣
が
要
請
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ク
ラ
イ
ス

は
実
際
に
兵
を
派
遣
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
ク
ラ
イ
ス
に

所
属
す
る
有
力
等
族
が
、
戦
争
へ
の
巻
き
添
え
を
恐
れ
、
ク
ラ
イ
ス
の
決
定
を
先

送
り
に
す
る
政
策
を
選
ん
だ
た
め
、
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ス
等
族
が
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ン
条
約
で
も
確
認
さ
れ
た
帝
国
執
行
令
に
基
づ
く
ク
ラ
イ
ス
本
来
の
任
務
…
ク

ラ
イ
ス
内
の
平
和
維
持
1
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
イ

ス
常
備
軍
が
有
力
等
族
に
よ
っ
て
戦
争
の
道
具
と
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ス
に
戦
争
の
脅

威
を
も
た
ら
し
得
る
限
り
、
「
仮
想
の
」
軍
隊
と
い
う
域
を
出
る
こ
と
は
決
し
て

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ス
皇
族
は
依
然
と
し
て
帝
国
の
決
定
を
尊

重
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
対
ト
ル
コ
戦
争
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
ス
を
単
位
と
す

る
帝
国
軍
に
兵
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
際
、
同
時
に
同
盟
軍
に
対
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
は
派
丘
ハ
し
て
お

り
、
当
時
の
帝
国
の
政
治
体
制
が
そ
の
ま
ま
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に

お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
イ
ス
の
分
裂
は
、
一
六
八
二
年
を
最

後
に
機
能
を
停
止
す
る
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

註
（
1
）
こ
の
他
に
も
、
帝
国
執
行
令
の
確
認
（
第
八
三
三
四
項
）
、
ク
ラ
イ
ス
は
帝
国

　
の
平
和
維
持
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
（
第
一
六
条
第
二
項
、
第
一
七
条
第

　
八
項
）
、
ク
ラ
イ
ス
に
軍
税
調
達
の
任
務
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
（
第
一
六
条
第
八

　
項
以
下
数
項
）
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
か
ら
も
、
ヴ
ェ

　
ス
下
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
は
以
前
の
伝
統
的
な
体
制
の
維
持
を
目
的
と
し
て
い
た

　
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
本
条
約
の
理
解
と
関
連
し
た
一
六
四
八
年
以
降
の
帝
国

　
国
王
を
め
ぐ
る
研
究
と
し
て
、
例
え
ば
〉
’
し
。
畠
欝
象
お
M
濁
。
匿
賊
爵
町
q
o
鳥
。
。
。
國
蟹

　
語
。
窒
鋒
。
乱
魯
　
障
島
。
冨
欝
α
q
。
。
　
旨
　
圏
o
q
q
o
雪
げ
陵
卯
　
Q
。
鐡
盈
①
く
①
欝
。
文
臣
σ
q
　
⊆
融

　
Q
Q
鐙
黒
。
。
訂
誹
一
審
。
げ
紆
圏
≦
o
。
・
酔
塗
陣
。
。
o
登
口
閏
臥
亀
①
戸
冨
飢
葭
一
ゆ
ε
甲
界
O
・
＜
．

　
〉
段
貫
O
霧
卑
鼠
。
ぽ
1
閏
風
＆
o
鵠
σ
q
賃
磐
謡
。
き
臨
①
霞
。
唱
鐵
。
・
魯
。
。
・
O
闘
魯
α
q
o
註
。
簿

　
ま
轟
。
。
山
。
。
O
少
。
。
叢
お
麟
。
隣
ち
。
。
⑰
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
両
者
の
議
論
は
、
渋
谷
、

　
前
掲
書
、
特
に
第
六
章
、
お
よ
び
求
馬
久
美
子
「
翼
O
．
＜
．
》
§
箆
O
嚢
。
。
。
凋
。
器
押

　
剛
山
鼠
。
驕
σ
Q
残
黙
瓜
。
毒
鳥
。
舞
。
愚
陣
ω
o
げ
。
。
・
Q
o
陣
。
蒜
。
鼠
。
窪
ま
鼻
。
。
山
。
。
O
◎
Q
。
書
藷
壁
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ち
。
。
少
ま
い
の
」
（
『
北
大
史
学
』
三
四
、
一
九
九
四
年
、
四
四
～
五
二
頁
）
に
お

　
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
O
蓄
劃
勲
位
O
‘
Q
。
・
回
壽
●

（
3
）
事
実
上
は
ク
ラ
イ
ス
長
官
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
ギ
ッ
テ
ル
に
よ
れ
ば
朝
畠
魯

　
欝
。
一
直
》
馨
震
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
団
ぴ
鮮

（
4
）
剛
げ
舟
Q
。
●
q
い
。

（
5
）
閉
竃
b
●
竃
刈
●

（
6
）
剛
竃
　
Q
Q
．
ミ
。
。
9

　
　
　
　
．
W

（
7
）
こ
の
点
は
、
「
最
後
の
帝
国
最
終
決
定
」
第
一
八
○
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
条
文
は
、
諸
侯
に
よ
る
援
助
要
求
に
対
し
、
領
置
等
族
と
領
民
は
し
た
が

　
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

　
て
は
、
領
邦
の
絶
対
主
義
化
を
推
し
進
あ
よ
う
と
す
る
有
力
諸
侯
た
ち
が
自
身

　
の
統
治
の
正
当
化
を
得
る
た
め
の
絶
好
の
好
機
と
捉
え
、
以
後
の
帝
国
国
制
に

　
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
件
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て

　
は
、
渋
谷
、
前
掲
書
、
一
四
〇
～
一
四
三
頁
を
参
照
。

（
8
）
O
田
舞
。
㌍
鉾
p
O
己
Q
り
．
ミ
P

（
9
）
無
げ
餅

（
1
0
）
当
時
の
帝
国
を
め
ぐ
る
情
勢
に
関
し
て
は
、
お
も
に
く
．
野
。
。
。
。
・
”
霞
o
o
q
o
慧
島

　
監
。
。
2
1
0
0
鶏
。
。
自
尊
盆
ま
◎
O
－
一
謡
い
”
竃
露
融
窪
一
心
㌍
Q
。
・
罵
ひ
識
を
参
照
。

（
1
1
）
9
莚
》
p
P
Q
。
●
一
。
。
華

（
1
2
）
騨
発
。
。
●
一
。
。
い
・

（
1
3
）
騨
研

（
1
4
）
図
げ
侮

（
1
5
）
窪
分
。
。
●
国
。
。
◎

（
1
6
）
暮
分
。
。
・
一
。
。
刈
．

（
1
7
）
留
魯
切
Q
。
．
一
。
。
。
。
．

（
1
8
）
第
一
次
ラ
イ
ン
同
盟
は
一
六
五
八
年
八
月
に
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
ヨ
ハ
ン
・
フ
ィ

　
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ー
ン
ボ
ル
ン
を
盟
主
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
有
力
諸
侯

　
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
て
結
ば
れ
た
同
盟
で
あ
る
。
マ
イ
ン
ツ

　
の
意
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の
同
盟
は
帝
国
の
平
和
維
持
の
た
め
の
中
立
的
諸
侯
同

　
盟
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
ラ
イ
ン
川
地
域
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
排

　
除
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
同
盟
が
皇
帝
に
対
し
直
接
的
に

　
敵
対
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
対
ト
ル
コ
戦
争
の
際
に
は
同
盟
軍
と
し
て
兵

　
を
派
遣
し
て
い
る
。
第
一
次
ラ
イ
ン
同
盟
に
関
し
て
は
、
騨
。
ω
。
。
”
鉾
P
O
G

　
Q
・
謡
O
い
跨
こ
の
ラ
イ
ン
同
盟
と
ク
ラ
イ
ス
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
渋
谷
、

　
前
掲
書
、
第
七
章
を
参
照
。

（
1
9
）
当
時
の
対
ト
ル
コ
戦
争
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
省

　
略
す
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
。
・
翁
貯
島
陣
貯
α
q
曽
勲
勲
O
■
“
》
併
。
臨
置
9
p
鎚
O
‘

　
渋
谷
、
前
掲
書
、
第
七
章
を
参
照
。

（
2
0
）
O
騨
。
押
P
即
O
‘
Q
。
噸
一
8
．

（
2
1
）
団
げ
鮮

（
2
2
）
団
げ
弁
Q
。
．
6
回
■

（
2
3
）
団
げ
鮮
”
Q
。
温
語
■

（
2
4
）
ア
レ
テ
ィ
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
帝
国
の
政
治
体
制
に
関
し
て
、
ヴ
ェ
ス
ト

　
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
に
お
い
て
は
解
決
し
得
な
か
っ
た
二
つ
の
方
向
性
の
併
存
が

　
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は
「
同
等
の
権
利
を
有
す
る
諸
領
邦
の
連
邦
」

　
で
あ
り
、
他
方
で
は
「
階
層
性
（
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
レ
ー
エ
ン
体
制
）
に
依

　
拠
す
る
諸
勢
力
の
強
化
」
で
あ
る
。
前
者
は
武
装
能
力
を
有
す
る
有
力
等
族
に

　
よ
っ
て
、
後
者
は
武
装
能
力
を
も
た
な
い
中
小
等
族
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
志

　
向
さ
れ
た
。
〉
憎
。
樽
貫
P
P
O
‘
Q
。
．
ω
N
監

四
　
　
六
八
　
／
八
二
年
「
帝
臨
軍
制
」

二
…
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
位
置
す
る
帝
国
北
西
部
は
、
依
然
と
し
て

戦
争
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
続
け
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
侵
入
に
対
処
せ
ね
ば
な
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ロ
　

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
帝
国
に
は
、
帝
国
防
衛
の
た
あ
の
体
系
的
な
軍
事

体
制
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
西
南
部
は
中
小
等
族
の
集
中
す

る
地
帯
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
何
ら
か
の
枠
組
み
に
よ
る
防
衛
体
綱
が
必
要
と
さ
れ
、

帝
国
レ
ベ
ル
で
の
有
効
な
防
衛
体
制
の
創
設
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
一
定
の
結
論
を
与
え
た
の
が
↓
六
八
一
／
八
二
年
の
「
帝
国
軍
制
」

　
　
す
ご

で
あ
る
。
こ
の
「
帝
国
軍
制
」
に
関
し
て
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に

お
い
て
は
八
二
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
ク
ラ
イ

ス
の
「
帝
国
軍
制
」
に
対
す
る
態
度
と
ク
ラ
イ
ス
レ
ベ
ル
で
の
議
論
を
確
認
す
る
。

　
（
【
）
「
帝
国
軍
制
し
を
め
ぐ
る
議
論

　
「
帝
国
軍
・
制
」
に
よ
れ
ば
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
割
当
分
は
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

兵
一
三
二
二
、
歩
兵
二
七
〇
七
の
合
計
四
〇
二
九
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
皇
帝
国
軍

の
一
〇
分
の
一
に
相
当
す
る
。
こ
の
ク
ラ
イ
ス
ご
と
の
割
当
は
さ
ら
に
各
等
族
に

下
位
分
配
さ
れ
、
ま
た
そ
の
際
ク
ラ
イ
ス
等
族
に
は
自
ら
割
当
分
を
提
供
す
る
か
、

あ
る
い
は
武
装
等
族
の
常
備
軍
の
一
部
を
金
と
引
き
換
え
に
借
用
す
る
か
（
武
装

等
族
に
よ
る
「
代
行
」
）
は
自
由
で
あ
っ
た
。

　
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
の
割
当
分
が
ク
ラ
イ
ス
等
族
の
多
数

に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
デ
ン
マ
ー
ク
王
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
リ

ラ
イ
ス
に
基
づ
く
帝
国
軍
の
編
成
方
式
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
の
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
ク
ラ
イ
ス
に
所
領
を
も
つ
大
等
族
は
、
各

ク
ラ
イ
ス
で
そ
の
割
当
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
到
底
受
け
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
自
身
の
軍
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
は
、

軍
の
ま
と
ま
り
を
維
持
で
き
ず
に
そ
の
弱
体
化
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ク
ラ
イ
ス
等
族
の

反
発
を
招
い
た
が
、
し
か
し
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
と
っ
て
、
自
ら
の
軍
事
力
の

分
散
と
、
そ
れ
に
伴
う
軍
の
最
高
指
揮
権
の
分
離
は
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
あ
っ

麗
。
な
ぜ
な
ら
ク
ラ
イ
ス
軍
を
指
揮
す
べ
き
高
級
官
職
の
多
く
は
、
北
ド
イ
ツ
に

お
け
る
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
手
に
あ
り
、
ク
ラ
イ
ス
軍

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
指
揮
下
に
置
か
れ
る
こ

と
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
八
二
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
取
り
決
め
ら
れ
た
事
柄
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
帝
国
軍
に
対
す
る
割
当
分
は
四
週
間
以
内
に
、
ク

ラ
イ
ス
軍
に
対
す
る
割
当
分
は
一
〇
週
間
以
内
に
そ
れ
ぞ
れ
徴
募
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
、
両
方
の
軍
事
体
制
の
た
め
に
毎
年
四
単
位
、
さ
ら
に
軍
隊
投
入
の
場
合
に

は
一
六
単
位
が
必
要
と
さ
れ
る
。
②
ク
ラ
イ
ス
軍
に
関
し
て
は
三
年
間
あ
る
い
は

状
況
に
応
じ
て
そ
れ
以
上
の
期
間
徴
募
さ
れ
る
。
③
騎
兵
中
隊
、
歩
兵
中
隊
の
う

ち
そ
れ
ぞ
れ
三
中
隊
ず
つ
が
連
隊
本
部
を
形
成
す
る
。
④
ク
ラ
イ
ス
軍
の
司
令
官

と
し
て
元
帥
が
任
命
さ
れ
る
が
、
他
の
将
官
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
投
入
に
際
し

て
任
命
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
連
隊
本
部
の
俸
給
や
、
軽
砲
・
弾
薬
類
の
装
備
と
い
っ

た
事
柄
に
関
し
て
も
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
決
定
は
以
前
の
軍
制

と
基
本
的
な
構
造
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
一
七
世
紀
初
め
か
ら
同
じ
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
基
づ
い
た
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
独
自
の
ク
ラ

イ
ス
軍
構
想
が
す
で
に
あ
っ
た
た
め
に
、
帝
国
軍
へ
の
ク
ラ
イ
ス
軍
の
派
遣
と
い

う
任
務
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
対
応
に
苦
慮
せ
ず
に
済
ん
だ
。
こ
れ
は
他
の
ク
ラ
イ

ス
に
お
い
て
も
同
様
で
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
常
備
軍
が
、
帝
国
軍
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編
成
の
良
き
前
例
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
や
デ
ン
マ
ー
ク

の
反
対
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
お
お
む
ね
こ
の
「
帝
国
軍
制
」
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク

セ
ン
に
お
い
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

の
背
景
に
は
や
は
り
帝
国
の
決
定
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
ク
ラ
イ
ス
等
族
側
の
意

図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
（
二
）
「
代
行
」
の
問
題

　
こ
の
「
帝
国
軍
制
」
に
お
い
て
ク
ラ
イ
ス
等
族
に
下
位
分
配
さ
れ
た
自
ら
の
割

当
分
の
「
代
行
」
を
、
と
く
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
が
大
い
に
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
は
、
割
当
の
提
供
に
関
し
て
複
数
の
等
族
と
条
約
を

結
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
金
額
の
支
払
い
と
引
き
換
え
に
、
彼
ら

の
帝
国
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
軍
へ
の
割
当
の
提
供
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ロ
ア
　た
。
こ
の
条
約
は
さ
ら
に
秘
密
の
追
加
条
項
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
実

際
の
金
額
の
支
払
い
は
主
要
条
項
よ
り
も
「
は
る
か
に
少
な
い
額
で
」
合
意
さ
れ

て
い
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
側
の
意
図
は
、
彼
ら
の
負
担
に
よ
っ
て
事
実

上
自
身
の
常
備
軍
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
維
持
さ
・
れ
た

軍
を
帝
国
軍
お
よ
び
ク
ラ
イ
ス
軍
の
た
め
に
派
遣
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
軍

の
ま
と
ま
り
も
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

な
ぜ
主
要
条
項
よ
り
も
「
は
る
か
に
少
な
い
額
で
」
支
払
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
と
の
競
合
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
も
ま
た
こ
の
方
法
を
勢
力
拡
大
に
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
金
額
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
互
い
の
競
争
を
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
取
り
決
め
は
、
両
者
の
対
立
を
深
め
る
可
能
性
が
あ
っ

た
点
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
支
払
い
額

の
引
き
下
げ
な
し
に
は
援
助
の
取
り
決
め
も
ま
た
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
は
こ
の
援
助
条
約
に
よ
っ
て
、
条
約
相
手
の
等
族
た

ち
に
対
す
る
軍
事
的
優
位
と
い
う
目
的
を
達
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
が
長
年
固
執
し
続
け
た
ク
ラ
イ
ス
常
備
軍
承
認
の
た
め
の
ク
ラ
イ

ス
会
議
開
催
と
い
う
関
心
も
、
も
は
や
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
帝
国

軍
の
分
配
は
、
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
諸
侯
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク

自
ら
直
接
引
き
受
け
、
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
イ
ス
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
、
ク
ラ

イ
ス
を
自
身
の
軍
事
力
維
持
に
利
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
帝
国
軍
制
」
が
上
首
尾
に
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
対
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
よ
る
「
代
行
」

に
よ
っ
て
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
も
は
や
必
要
と
は
さ
れ
ず
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
停
止

に
陥
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
と
り
わ
け
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
と
っ
て
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
あ
る
意
味
で
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
確
立
の
た
め
に
不
可
欠

な
道
具
と
し
て
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

註
（
！
）
例
え
ば
一
六
七
二
年
の
「
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
」
に
際
し
て
、
軍
事
的
衝
突
が
隣

　
接
す
る
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
ー
ー
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
迫
っ
た
こ

　
と
か
ら
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ

　
ス
と
の
「
ク
ラ
イ
ス
連
合
」
を
模
索
し
、
こ
れ
に
は
後
に
フ
ラ
ン
ケ
ン
・
ク
ラ

　
イ
ス
も
参
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
三
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
「
ク
ラ
イ
ス
連

　
合
」
の
構
想
は
実
現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
連
合
の
試
み
は
、
実
際
の
有
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効
性
は
別
と
し
て
、
後
の
時
代
に
形
成
さ
れ
る
諸
々
の
「
ク
ラ
イ
ス
連
合
」
の

　
　
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
オ
ラ
ン
ダ
戦
争
」
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
連
合
に
関

　
し
て
は
、
甥
2
甘
口
罵
。
・
“
男
。
器
冨
ζ
o
置
。
萄
乱
窪
δ
愚
房
。
げ
山
峰
。
臣
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脚
幹
O
器
。
。
麟
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冨

　
凶
。
・
。
甲
欝
艮
曽
冨
昏
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訂
ω
。
。
o
N
翼
凶
自
く
自
一
9
F
貯
≦
≦
偉
ω
酔
（
麟
o
Q
’
）
”
p
p
O
‘

　
。
。
・
ω
い
γ
ω
ひ
少
㊤
σ
’
≦
琴
鳥
。
斜
監
。
謬
。
凶
ω
。
。
。
。
の
o
N
聾
四
時
ま
謬
－
国
事
。
。
“
貯
”
N
o
誹
。
ぽ
臨
ゆ

　
雛
円
象
・
O
o
。
。
。
罠
。
簿
。
駐
。
・
O
げ
①
醇
。
貯
。
。
鴇
冨
。
。
．
臆
σ
傷
（
O
o
円
β
窪
。
爵
閉
。
国
σ
Q
o
。
。
P

　
Q
ゆ
餅
評
。
。
婁
碍
壁
6
。
。
ρ
Q
。
温
ゆ
一
－
6
。
。
を
参
照
Q

（
2
）
「
帝
国
軍
制
」
は
八
一
～
八
二
年
に
帝
国
議
会
に
お
い
て
な
さ
れ
た
帝
国
の
軍

　
事
体
制
の
整
備
に
関
す
る
一
連
の
諸
決
定
の
総
称
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
四

　
〇
〇
〇
〇
人
（
必
要
な
場
合
に
は
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
〇
人
が
追
加
さ
れ
る
）
が

　
徴
募
さ
れ
、
各
ク
ラ
イ
ス
に
分
配
さ
れ
た
。
さ
ら
に
各
ク
ラ
イ
ス
で
は
こ
れ
を

　
所
属
三
族
へ
と
下
位
分
配
し
、
各
自
が
分
担
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
「
帝
国
軍
制
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
懸
案
で
あ
っ
た
帝
国
軍
の
編
成
・
派

　
遣
方
式
を
あ
ぐ
る
争
い
に
一
定
の
結
論
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
「
帝
国
軍
制
」
に
つ
い
て
、
求
馬
久
美
子
「
一
六
八
一
／
八
二
年
『
帝
国

　
軍
制
』
に
つ
い
て
一
一
七
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
防
衛
体
制
」

　
（
『
西
洋
史
論
集
』
一
、
北
海
道
大
学
文
学
部
西
洋
史
研
究
室
、
一
九
九
八
年
）
、

　
三
四
～
五
九
頁
。

（
3
）
求
馬
、
「
帝
国
軍
制
」
、
五
五
～
五
六
頁
。

（
4
）
O
鍵
。
国
勲
勲
O
●
。
。
．
謹
。
。
．

　
　
　
　
曽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

（
5
）
団
げ
画
。
。
b
回
ゆ
●

　
　
　
　
り

（
6
）
田
痒
る
．
B
o
．

（
7
）
こ
れ
ら
は
個
別
的
に
取
り
決
め
ら
れ
た
条
約
で
あ
る
。
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
ー

　
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
と
八
二
年
六
月
九
日
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
ー
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ウ

　
と
八
月
三
〇
日
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
ゴ
ッ
ト
ル
フ
と
二
月
二
七
日
、
ザ
ク
セ

　
ン
ー
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
と
八
月
一
四
日
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
司
教
と
八
月
二
日
、

　
帝
国
都
市
リ
ュ
…
ペ
ッ
ク
と
五
月
一
三
日
、
ゴ
ス
ラ
ー
と
五
月
六
日
置
ハ
ン
プ

　
ル
ク
と
三
月
三
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ
結
ん
で
い
る
。
囲
竃
　
Q
。
h
圏
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
噂

（
8
）
団
竃
■
Q
Q
b
B
■

　
　
　
　
9

（
9
）
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、
自
身
の
所
領
が
あ
る
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
ー
ー
ヴ
ェ
ス

　
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
や
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
も

　
同
様
の
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
H
・
シ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
代
行
」

　
を
利
用
し
て
帝
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
台
頭
し
て
き
た
の
が
ブ
ラ
ン
デ
ン

　
ブ
ル
ク
で
あ
っ
た
と
い
う
。
躍
●
Q
り
魯
鎧
貯
q
q
”
調
O
瀞
選
島
と
国
一
諮
。
目
O
o
山
路
。
冨
濫

　
ま
恥
。
。
島
ま
F
Q
ゆ
。
回
一
通
お
。
。
ゆ
“
Q
Q
・
一
8
・

お
わ
り
に

　
本
稿
に
お
い
て
我
々
は
、
ギ
ッ
テ
ル
に
依
拠
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・

ク
ラ
イ
ス
の
内
部
体
制
の
旦
正
体
的
な
整
理
を
し
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て
対
象
と

し
た
一
五
五
五
年
か
ら
一
六
八
二
年
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
、
国
内
・
国
外
を
問
わ
ず
多
く
の
戦
争
を
通
じ
て
、
地
域
の
ラ

ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
の
機
関
と
し
て
重
要
さ
を
増
す
と
と
も
に
、
ク
ラ
イ
ス
等
族

の
安
全
の
拠
り
所
と
な
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
他
方
で
は
、

一
七
世
紀
以
来
ク
ラ
イ
ス
が
対
外
防
衛
へ
と
権
限
を
拡
大
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、

ク
ラ
イ
ス
内
部
に
お
い
て
と
く
に
有
力
等
族
の
利
害
衝
突
が
表
面
化
し
、
ブ
ラ
ウ

ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
と
っ
て
、
ク
ラ
イ

ス
と
い
う
枠
組
は
、
彼
ら
の
領
民
国
家
化
政
策
を
補
完
す
る
手
段
と
し
て
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
の
対
象
は
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
停

止
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
ギ
ッ
テ
ル
は
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
公
示
事

項
担
当
諸
侯
を
中
心
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
は
ポ
リ
ツ
ァ
イ
や
そ
の
他
の
領
域
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
活
動
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
停
止
と
ク
ラ
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イ
ス
が
不
必
要
と
な
っ
た
こ
と
を
結
び
つ
け
る
の
は
あ
ま
り
に
短
絡
的
で
あ
り
、

北
部
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ス
を
分
析
す
る
場
合
に
は
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
停
止
し
た

後
の
時
代
ま
で
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
あ
る
特
定
の

問
題
に
際
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
有
力
等
族
間
の
利
害
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
が
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
と
ど
の
よ
う
に
連
動
し
て
い
っ
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
ま
さ
に
領
邦
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
分
析
も
可
能
と
な
る
か
も

　
　
　
ロ
　
ね

し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
ク
ラ
イ
ス
を
捉
え

直
し
て
は
じ
め
て
、
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
意
義
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿

は
そ
の
た
め
の
基
礎
的
作
業
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

註
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・
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